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19　6　5年「大隅の生物」と　して第1号を創刊したが、かねてわれ

われの生物部誌にふさわしい誌名をと考え協議した結果、今回この

「派」と　して第2号を発刊する　こ　と　ができた。

この「派」の生物学的意味には、葉脈、越脈（Veln）と旅樽（Plu－Se）

が　あ　る。

填脈は植物の菜に形成される維管束系のことiで常にわれわれの身辺

にみられ植物の生命を維持している0　ま　た麹脈は昆虫の辺に見られ

る血管横の私腹孝示す脈で幼虫や輌時代の麹の原基における血管、

神経や患管の分布等と　も幽遠があるとレ1う大切なものである0　脈樽

は、動物わ心臓の樽動が血管と　く　に壷柚虎に血圧の変動すなわち腫圧

と　して現われた　ものである。

謹欄摘草にク　ラ　ブ等の研究活動に参加し、動脈壁の弾性的伸展が血液

を介して甲枢から末梢へ脈彼（Plusewave）と　して伝播されるが如

く、御互の研究や生物学的知識をわかちあい、御互の研究の資‾料の

一部に役立てば、目的の一つも達したこ　とになろ　う。

脈ある　と　ころに生命があ　り、生命．ら′る　と　ころに脈がある。そこから

は脈脈と希望が湧きいでて、すくすく　と7スナロのよ　うに素直に伸

び、やがてユーカリの如き大樹と　なろ　う。

われわれのク　ラ　ブにおける活動成果は、ま　だま　だ徴［脈たる　ものであ

るが、やがて徴脈は徴脈を　よび、この誌名にふノ与わしh偉大な派に

発展すること．を期待したい＿。 1967　2．

（1生物．部顧問　桑　原　一　．卿
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文

学校長　原　口　時　雄

世の中には不思議なことが沢山あるものである。私たちが幼なかった頃桜島爆発のあった大正三年

頃だったと思う。初めて電灯が民家につわた。何カ月も前から町に電柱が50mおきに次から次へ立

ってしつくのを不思議に思って工事を見物してhた0．し1よhエ琶勧洩る日吃なって親も子も夕方電灯

の下に集って今か今かと待ってhた。電灯がパットつhて明るさにまばゆがつて万才を叫んだ。あん

かトさを針金をどうして油が流れてくるのだろうかと不思議に思った。

昭和の初めラジオが出来た。針金がをわのにどうして声が伝って来るのだろうかと不思議に思った。

戦後テレビが出来た。空中を映像がどうして伝って来るのだろうかと不思議に恩㌔

今の世の中にカツノくが生きてし、ると思う子供は一人もhなhだろう。幽霊の話を聞くと唯夏の夜の時

間つぶしには画白Lへが幽霊が此の世に居ると信ずる人は少夜hようだ。学問は不思議をことを一つ一

つ解hて不思議でなくするもので偉Lへものだと感心してhる。

細菌が陳困である病気はその細菌を殺す方法や薬を発見すれば筒単に治せるはずである、癌がウイ

ルスで起るかどうか知らをレ1が世界中の学者が必死に追求してLへるのでやがて朗報ギもたらされるこ

とだろうと希望を抱レゝてhる。

唯私にどうしてもわからなhことが三つある。宇宙の広大と時間の悠久である．両者の無限性である。

考えれば考えるほどわからなく在る。宇宙飛行なんて僚hてhるが飛行機の上等位をもので地球表面

から何Kとはなれてhない所を梱っているのにすぎをh。字義通りの宇宙は大隊系の上の銀河系の上

の島字宵、又その上の無限宇宙。

空間（宇宙）と時間の外に生命の不可思議がある。

新物も植物もつきとめれば同じものになって動物か植物か不分明をものに走るそうだがそれでも生

物たることに聞達hはない。此のどろタン白から生命を作り出す研究をしている学者がhると聞いた

ことがある。素人考えだが昔々その昔くらげなすその昔どろどろのトコロテシ’の‘ようを物質が漂って

hるその昔．色々な元素が偶然エり集って生物が出来たと仮定するをら今の学者が百以上ある元素を

ガラスの試験管の串に入れてあゝでもないこうでもをhと混ぜかえしてhるうちに或る日突然生命が

発生することになるかも知れをh。眼にも見え－なしへ一と粒の原子の中に原爆の素となるエネルギーが

あるのを発見した人智だもの癌の征服や生命の創造位やってのける日が来るかもしれをレ。

歳々ばかり研喝してhる嫌に博士もおればコケ博士もおるム何事でもつきとめて考える時不思議は消

ぇて学問が成立する。「我考える故に我在り」とか「人間は考える葦である」とかhわれている。老

化現象を起こ’さ‘をh若ヰLh知能が続々．と出て来る老化現象を治してくれる薬でも発見してくれをh

かなあと待望する。生物研究は革礎から営々と積み上げてやがて生命併発へそして生命創造へと精進

して時間と宇宙と生命の三大不思議の解明へと進んで行く、・そうなれば哲学と宗教と科学の分化はな

く・人間と神との境は消えてし車うので度なかろうかそんなことを考えながら生物併和恵の序言にする

のも不適では左かろうと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　（42年2j引
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桜島の中ノ島の生物相の調査

（知事賞受賞作品）′　生物部　一　同

王　は　じ　め　に

（A）調査日的：誕生後18d怒経過した申ノ島の現在の生物相の実体を把握するために、5部門に
よる研究を通して綜合調査を行そうのを目的とする。

（B）日　　程：昭和4〔筏9月12日生物クラブ員27私顧問教師5名計50名吐酸鼠駅始確国
鉄ノくスで午後6時55分出発して桜島ロに8時15分着、桜島ロにある牛根養漁場

から発動船で8時50分田航、9時25分目的地の申ノ島に着hた。そして調査時

間は約d時間．午後5時40分に桜島口へ向った。
（C）研賀部門：部員は、植物私　見横風沿岸動物班、昆虫弧測量班（これは離間教師1名、部

員3名からなり申ノ鳥の平板測量、並びに地図作製にあたった）の5つの部門に分

け、島全域にわたり．くまなく調査した。好天に恵まれ滞千の潮時も良く絶好の採
集日和であった。

Ⅲ　中ノ島の位置・おいたち

（A）申ノ島は桜島スズエ鼻の東北的うぬ恍輝31058・、東経1300431）に拉置し、測

量班の実測した躇料にもとずくと、およそ長径157乳．短径5るmで面執ま5．080が、周囲
319椛、1番高hところで4mとレ1う小島である。（Fi g2参照）

（司　此の島のおいたちにつhて、鹿児島県史（第2巻、P433）を参考にすると、「要永8年桜
島の噴火、同島各村田畠を全滅し、降灰の範蘭広く、被害激甚であった。桜島爆発は9月29・日

夜の地震に始まる。翌10月朔日午前壇で頻繁に続レ1た。此ゐ聞桜島北東の苗免村沖に海中噴出
あり、，前後8回に及んだd

安永8在日．779）1q月14日1番鼠　翌伍7月朔日沈下した。
10月15軋　2番島、猪ノ千島と称す。
11月　占日．3番島、4番島と共に硫黄島と称す。
12月　4日．4番島

安永9在　日．78014月8日、5番島．初め2島、5月朔日合して1島とたる。安永島、また

新島（燃島）と称す。

占月11日、6番島、78番島と合して1島となる。軸　賛美須島と称し、今中ノ島とし1㌔
9月　2日．7番島
10月15日．8番島である」と記され、

三国名勝会の記録によると、次のようである。

「安永8伍11月d日夜、叉1島滴出す、2番島をへたつること巳の方15町ばかり向面の地を

へだつること30町ばかりにあり、その状岩島をり之を3番島とhう。
12月9日夜、叉1ノ島渦出す。3番島をへだつること23町ばかりにあり。その状岩島なり。之

を4番島とhう。3．4の両島は硫黄の気あり、よって俗に硫黄島と称す…‥d月11日叉1島
清田すd　5番島をへたつること丑寅の方14町あまり向面の地をへだつること10町ばかりにあ

り之をd番島とhう。

9月22日、又1島滴出す。　　　4番島の丑寅の方にあり、之を7番島という。

10月13日、又1島掃出す。　　　7番島の辰己にあり、之を8番島とhう。後78の島自ら
合して1島とたる。叉その後4番に合し、3島連なり合して1島と走る。よって併せ称して5番

島とhう。漁人釣を垂るるに魚を縛ることも多し．俗に恵莫須島と名づく……。」

は　このd番島は砂島で一名泥島または悪業須島でかをわ後鑑まであったが、大正噴火後、全
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腹　中ノ島の地形、地質

（Al　測量方法：平板測量による。島全体の見通しがよし1ので、島の長軸に沿って基準点（A．B、

C、5点）をもうけ、－その基準点から島をとりまく22の測点に向け縮尺600分

の1で放射法により測量した。（Flg　2参照）

伺　地　形：申ノ島は桜島ヌズエ鼻の東北5Kmのところに位置し、長径1577花．短形5d群．

開園519乳．面積5ロ80がの岩島である。

また島はN、E　の方向に長く、小判形をしてhる。

満潮時で高さ約17花、干潮時で約2mの砂地の上に4mを最高とする。大小無数の

溶岩魂がぬきでて集積してhる地形である。

（C）地　質：本島は軽石質熔岩とその分解物からなる。分解物は礫．砂、泥よりなるが一般に石

英粒を多く含み、長石頬の分解により粘士貨の部分も多く見られた。

Ⅳ　中ノ島の生物相の概況

中ノ島の貨物の種棟はあまり豊富ではをhが今回の実地踏査によって本島の生物相の詳細が究明、

され、島のおかれてhる環境に対する本島の年物相の生態的を調査などの資料にあわせて、本島

の位置、おhたちなどを加えて一応総括的をまとめができたことは部眉一同の協力のたまもので

あると感謝している。あわせて今後此の島を中心に調査する場合の参考資料ともをれば幸いであ

る。

・まありを海で囲まれ、最高4mの溶岩魂の集破した裸岩からをる小島であり、誕生後180毎も

の長レ1年月の間には相当量の風化土壌ができるはずである。しかし本島の位置や環境から考察し

て毎箆襲来する台風やちょっとした風政によって、風化土壌の大部分はことごとく直ちに海中に

洗いきられる運命にあると推定される。

ただ中央に位置する狭少の地形のみは、その周囲に集腰してhる溶岩魂によって保護され風化土

壌の僅かが残存し、ここに本島唯一の植物群落が形成されてhる。

風化土壌の地表面を被う厚さは平均して5－dので、岩魂の凹所には20－50劇の厚さを保っ

てhる所がある。日射の強い夏場におhては土壌水分の不足が予想されるが周りを海でかこまれ

た面積5080ガの小島におhては、植物の生育状況から推定して、割合に水分の点においては

恵まれていると考えられる。

此の島の植物相はhた0て単調で陸上植物は僅かに18種類見られるにすぎをい。僅少を酎ヒ土

壌のまとまった中央部の付近には、ススキ、ケカモノハシを優占種とする小群落（5Xdm）が

発達し．その他ハマヒ′レガオ、ハマナタマメ．ハマユン′ドゥ．ヒメハマナデシコ、オニヤブソテ

ツなどの海浜特有性植物が僅かに生育している。そのほかアコウの高さ20mの推樹1本と高さ

50仰位のシャリンバイ1本があるだけであえが、強風下のこの小島では将来大木にまで生育す

るみこみはなhと推定される。

桜島本島の溶岩地帯に多く生育してhる、・ヤ㌧ソヤブシ、クロマツ．イタドり等の類は1本も存在

しをhが岩陰の風化土壌の豊富を地点には僅か数勝四方の範関内にセン′タイ類のゼエゴケ⊥　シロ

ヒジキゴケが鼠られるにすぎをレ∩

・海藻煩は、その生育の適期を逸してhた関係上僅かに．了オサ、ヒトエクサ、ウミウチワ．了オ

モグサ、サンゴモ．スジャバズの占囁類が見られ岩礁地帯には了オモグサの団魂状の群落がよく

－　7　－
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Photo　4

申ノ島で1番高いところ（約
4m）

溶岩上に風化土壌が僅か残ウ
植物群落がみられる。

（植物はススキ，ケカモノハシ）

Photo　5

桜島を背景に磯採集をしてい

る部員rこち
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Ⅲ　中ノ島の地形、地質

（Al　測量方法：平板測量による。島全体の見通しがエhので、島の長軸に沿って甚準点（A．B．

C、3点）をもうけ、．その基準点から島をとりまく22の測点に向け縮尺600分

の1で放射法により測量した。（Pig　2参照）

匝）地　形：中ノ島は桜島スズエ鼻の東北5Kmのところに位置し長径1377誌、短形5dm．

同国319硯．両横50801がの岩島である。

また島はN．E　の方向に長く、小判形をしているd

溝潮時で高さ約1m．干潮時で約2mの砂地の上に4仇を最高とする。1大小無数の

溶岩魂がぬきでて集額してhる地形である。

（C）地　質：本島は軽石質熔岩とその分解物からなる。分解物は漁砂、泥よりなるが一般に石

英粒を多く含み．長石類の分解により粘土質の部分も多く見られた。

Ⅳ中ノ‾島の生物相の概況

中ノ島の生物の種類はあまり豊富ではなhが今回の実地踏査によって本島の生物相の詳細が究明｝

され、島のおかれてhる環境に対する本島の年物相の生態的を調査をどの資料にあわせて、本島

の位置、おhたちなどを加えて一応総括的をまとめができたことは部眉一同の協力のたまもので

あると感謝してhる。あわせて今後比の島を中心に調査する吻合の参考資料ともをれば幸いであ

る。

・すわりを海で囲まれ、最高4枕の溶岩魂の集積した裸岩からなる小島であり－誕生後180年も

の長h年月の間には相当産の風化土壌ができるはずである。しかし本島の位置や環境から考察し

て毎年襲来する台風やちょっとした風政に上って．風化土壌の大部分はことごとく直ちに海中に

洗いさられる運命にあると推定される。

ただ中央に位置する狭少の地惑のみは、その周囲に集宿している溶岩魂によって保護きれ風化土

壌の僅かが残存し、ここに本島唯一の植物群藩が形成されてhる。

風化土壌の地表面を被う厚さは平均して5・一d鱒で、岩魂の凹所には20－30（澤の厚さを保っ

てhる所がある。日射の強h夏場におhては土壌水分の不足が予想されるが周りを海でかこまれ

た面積5080がの小島におhては、植物の生育状況から推定して、割合に水分の点におhては

恵まれてh右と考えられる。

此の島の植物相はhた0て単調で陸上植物は僅かに18種類見られるにすぎをh合僅少を風化土

壌のまとまった中央部の付近には、ススキ、ケカモノハシを優占種とする小群落（5Xd仇）が

発達し．その他ハマヒルガオ、ハマナクマメ．ハマエソドゥ、ヒメハマナデシコ、オニヤブソテ

ツなどの海浜特有性植物が僅かに生育してhる。そのほか了コウの高さ20C樽の推樹1本と高さ

50の位のシャリンバイ1本があるだけであえが、強乳下のこの小島では将来大木紐まで生育す

るみこみはないと推定苦れる。

桜島本島の溶岩地帯に多く生育している、ヤシヤプシ、クロマγ．イタドリ等の類は1本も存在

し夜hが岩陰の風化土壌の重富を地点には僅か数劇四方の範囲内にセン′タイ類のゼエゴケ‘・／ロ

ヒジキゴケが見られるにすぎをh（

・海藻類は、その生育の適期を逸してhた関係上僅かに、了オサ、ヒトエグサ．ウミウチワ．了オ

・モクサ、サンゴ定、スジャバズのd種類が見られ岩礁地帯に仕丁オモグサの団魂状の群落がよく

－　7　－



発達していたのは本島の特色である。

以上のよう躍有機質の少夜h荒れ果てた溶岩魂からなる′ト島に．かかる植物がせ育しようとする

生への努力がうかがわれ自然の偉大さを感ぜずにはしへられ’をからた（

・昆虫類は殆んど見かけられず、唯桜島本島等から禰掬して来たと思われる。

ウスノてキトンボが相当多数．島の上方を飛んでhた∩

海岸動物は陸に比較して色々を種題を採集することができた。

・海綿動物では、ユズダマ・ムラサキカイメソ乳腔腸動物では、・くらげ熔香花虫類のキパナト．サ

カや7カバナトサカ等が岩礁につき、その癒、タテジマイソギンチャク、サンゴイソギンチャク、

マメスナギノチヤク等も数量多くすみ．・キクメイシ科のサンゴ等が割合よく発達してレ1るのが見

られた。此れらのうちサンゴイソギンチャクは亜潮干帯上部にみられ、縁色の触手の開口は、紅

色で染められ、その触手の数は100個近くから走り、これらの束がおよそ30的程に広がった

よう寸は海に咲く賛成を花かと思われ去奄美Lhものであったよ

・軟体動物はヒザラガイ煩のヒザラガイ1種で頭足類はマダコ1を2個は採集し・腹足類ではグワノ

ミカニそり．イノニナ、スカイ、イシダタミ、ヒメヨウラク等が岩礁にくつつhて生活している

のを見、二枚貝規ではとリヨウの幼月や、シロアオリガイ．トマヤガイ等がサンゴ類の中に生息

してしヘムのを多数見た。月粗は、種煩としてはd O数種で小島の割にも普通以上と思われる。

・扁形動物、渦虫煩1種、環形動物ゴカイ等2種．節足動物の甲殻煩では、ホシマンジュウJ　イポ

イワオオギガこ、べニツケガニ等が岩孔にかくれていたeその他、．ヒラーイソカニ、オウギガニも

罷られ、岩にはタテジマフジッポ．カメノテ等がつhて生活してし1た。また潮上帝には多くの等

脚頬フナムシがほふくしてhた。

・刺皮動物はウミユサ類わウミシダニオオウミシ勇硝割合多くヒトデ短では種類少なくヤツデスナヒトデ．クモ

ヒトデの2種採取のみ、ウニ煩ではガンガゼ、コンダカウニ．ラツノくウニ、シテヒゲウニ、ナガ

ウニ等種規としては普通種のものである。ナマコ煩では2種棟でありたd

・その他原索動物ではホヤの個体数が非常に多かった。・′

以上のように海岸動物は全般的にわたって見られたが、種類として払　島の位置．地形、地質的

な両から考察して以上のようを種類にとどまるのは当然であろう。

なお、主を海岸動物の分布は五ig3の通りである。

Fig・5　申ノ島における主な沿密動物の垂直分布
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Ⅴ　中ノ島の生物目録

1日　植　　物

∴　・．　：．∴∴ふ二し：

i？科だ三三：…三
かやつ　り　ぐさ科目かやつりぐさ

lはまあをすげ

め　　　科

レ1そやせてんつき

はま葱たせめ

、∴∴三一二二
なでし。科lひめはまをでし。

く　　　　わ　　　　科 hたびかずら

．：　二．㍉‾－．

ら

　

　

　

た

ば

　

　

う

　

　

か

　

　

苔

蘇

ば

　

　

ば 類

（海藻類）

あ　　お　　き　　科

ほl　動　　物

海綿動物

要るがたかhめん科

かわをしかhめん科

かわをしかhめん科

腔腸動物

（鉢水母棟）

た　こ　く　ら　げ 科

み　ず　く　ら　げ　科

おl　さ　く．ら　げ　科

ゆずだま

むらさきかhめん

くろし1そかhめん

たこくらげ

みずくらげ

あかくらげ

あんどんくらげ科】あんどんくらげ
（花　虫　褒＝　l

ち・ぢみとさか科再ばをとさか

ちぢみときか科iぁかばをときか
l

たてじまレゝそきんちでく科；たてじまレ1そきX′

9

てわはのいばら

卦にやぶそてつ

かたばみ

ぜにどけ

しろひじきごけ

あ　お　き

科iひとえぐさ

科

科

うみうちわ

すじゃはず

iあおもぐさ

パ　ラク　チ　イ　ス　科

まめす凌ぎんちモく科

き　く　め　h L　科

み　ど　り　h L　科

は　ま　さ　ん　ご　科

／

＼

　

く

　

ガ

さ

　

さ

　

了

め　h L　科

め　h L　科

シ　了　科

（ひどろ虫類）

うみひどら科

扁形動物

（渦虫類）

ひ　らむ　し科

きんどhそぎんちモくi

青めすをぎんちでくi

かめのこきくめhL

えだみどりhし

こもんさんど

のうさんど

hぽきんこ

しころさんど

おうぎうみひどら

つのひらむし
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－

．

－

－
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－
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環形動物

（毛　足　構）

う　み　み　み　ず　科

ご　　か　　い　　科

軟は動物

（ひざらがレ、類）

うにひざらがh科

（頭　足　類）

旗

そ

め

け

た

　

（

　

h

　

あ

　

た

こ

頓足

科

あ　わ　も　ち科

ふ　ら　し　科

科いがこの

Ih　も　が　h　科
IすLへしょうがh科
［

え　ぞ　ば　h　科

′′

′′

り　ゆ　う　て　ん　科

に　し　き　う　ず　科

〝

　

　

〝

　

　

〝

　

　

〃

h

　

ず

　

ん

が

　

う

　

て

ま

　

き

　

う

る

　

し

　

ゆ

′

＼

　

グ

ー

り

力む

科

料

科

料

おりhれよ　うばh科

ふ　じ　つ　が　h　科

Lへ　と　ま　き　ぼ　ら　科

あ　く　さ　が　h　科

か　さ　に　し　科

ちき　りおれ科

うみみみず

ご　か　しヽ

ひざらがh

ま　だ　こ

いそあわもち

あめふらし

たけのこくちきれ

くわのみかにもり

はるし一宇がh

まがさがh

hそにを

レ1ほふところ

ふところがh

みく　りがい

す　が　h

くまのこがh

へそあきくぼがh

レ、しだたみ

べにしりだか

くろまきあげえびす

くろすじぐるま

うずhちもんじ

うらうずがh

しろ′＼びがh

おおへびがしっ

くろすじむしろ

しのまき

をがにし

ひめようらく

Lへわかわうねはら

きりおれ

さ　が　h　科．iれhLだまし

ゆ　き　の　か　さ　科

た　か　ら　が　h　科

′′

（讐穀類一斧足粗）

う　み　ぎ　く　科

′′

′′

h

　

ざ

　

　

　

さ

がほた

が

　

〝

　

る

ざ

る

ノ
＼

き

　

h

科hが

と　ま　や　が　h　科

ふ　ね　が　h　科

′′

ヰ
ー

′′

るすたれがh科

′′

‥．∴∴
りゆうさゆうますか科

ま・るすたれがh科

かかみ　みが山科

h　わは　り　がh科

しん　じ　ゆ　が　レ1科

し抄も　く　あおり　科

ー1日－

しままつむし

まつむし

むしえび

ねずみがh

とみがh

つめたがし1

うきつのがh

てんがh

あまかぷね

にしきあまかぷね

う　のあ　L

はつゆきだから

めだからかい

「

I

ノ

うみぎく

ちりぼたん

めんがh

Lやこがさ

きめざる

をがざるがh

き　く　ざる

とまやがh

かりがねえがh

え　が　h

あおかりがねえがh

あ　さ　り

ひめあさり

くじゃくがh

h Lまて

をみせがしわ

し1そしじみ

やたのかがみがh

Lhのみみみがh

ち　ぢ　みhわはりがh

あこやがh

ひ　り　ょ　う

しろあおりがh

きんちゃくがしっ



節足動物

（昆　虫　倖　）

と　　ん　　ぼ　　科

（甲　殻　類）

か　う　ぎ　か　に　科

′′

′′

り　が　に．科

Lへ　わ　が　に　科

バ　レ　イ　モ　ノ

や　ど　か　り

か　に　だ　ま　し

えlほ　し　が　h　科

ふ　じ　つ　ほ　科

（等　脚　頬）

麻皮動物

（海百合煩）

コ　マ　ス　′テ／レ　科

′′

（海‘星　類）

ル　イ　デ　イ　ア　科

オ　フ　イ　オ　レビス　科

（ウ　　ニ　頬）

ケンツ　レキヌス科

テムノプレウ　ルス科

エ　キ　ヌ　ス　科

′′

スッロンギロケソツロツ科

ユ　キ　ノト　メ　ヲ　科

クリ　べアステル科

十　．　　・　　　　　　　－　　　　　　．　　　　　　i
F

うすぽきんとんぼ

ほし‾まんじゆう

しへぼhわおづぎがに

お、うぎがに

へこにつけがに

ひらし1そがに

hそすぢえび

はんやどかり

し1そかにだまし

かめのて

たてじまふじつほ

ふなむ　し

うみ　しだ

かおうみしだ

（海　鼠　柏）

く　ろ　な　ま　こ

h　か　わ　を　ま　こ

科

　

料

やつですをひとで

くも‘ひとで

がんがぜ

エキノツリクス・カラマリス

こしたかうに

らつばうに

しらひげうに

むらさきうに

をが　う　に

たこのまくら

にせくろなまこ

むらささくるまをま

。窯霊丁讐チエラ科上ろ‘壷や
ぴ　　う′　　ら　　科

＿ス　チ　エ　　ラ　料

せくらぼや

しろぼや

Ⅵ　お　わ　り　に

申ノ島の生物相のすべてにつhて調査した結果をまとめると、次のように聾約できる。

1．申ノ島は周囲320m位の姶良カルデラの海底丘の隆起して生じた溶岩魂からをる小島で溶岩

とその分解して生じた礫．砂、泥をどからできてhふ。

2．洋上に隔離された環境にある関係上、陸棲動物の移動も少なく．加えるに地形、地質に左右さ

’れで植物相はhたって貧弱であり．因果関係により陸生凱物で見るべきものはない状態である。

3．沿岸は生物の生息に必要な有機質にとほLhのでその種類は桜島周辺の他の付属島に比較して

－11－



少ないが島の広さの割に海棲動物各門全般にわたって種類や量が比較的普通以上に存在してレh乙

と推定される。

4．海産動物のうち、棟皮動物のウミシダ類、原索動物のホヤの類．海綿動物のユズダマ、腔腸動

物の岩礁サンゴ類が特に量的に個体数の多hことは本島の特徴といえよう。

繚後にhずれにせよ、生物クラブ員で申ノ島並びに中ノ島の生物相を調査し得たことは意義深h

事であったし．今後．佳物学に対する興味も倍加する事を期待したh。

また今後申ノ島を中心に調査する際の参考資料になれば生物クラブ員一同の喜びとするところで

ある。．

持※※※※※※藁※※※※※

志布志町びろう島の陸産只について
特選受賞作品　　生物部　一　同

1．日　　　的

昨缶陸産貝の生息密度の調査をしたが本年は調査区域をかえて引き続いて調査した。（但し個体変

異につし1ては調査の結果昨年度の場合とほほ一致するのでこの結果については記さなしへことにする）

このことはぴろ島の陸産月の壁息密度がより正確さを増すからである。

2．びろう島とびろう島の陸産月の概要

びろう島は志布志湾にあり、志布志港から定期船で約50分のところにある。この島は日南層群の

基盤を質入した、砂岩、負岩から在る周締約4．5KⅡ画境178ha　で薇も高h所で857花の小島で

ある。

島の周囲は巨岩からなり黒潮に洗われ、温度も高く、ビロウ、モクタチバナをはじめ、ハマヒサカ

キ．タブノキ、ノ、マビワ等暖帯植物から亜熱帯植物が繁茂して森林を形成してhる。従って適当を

温度や湿度更に適当の明るさ（あまり明るすぎるとよくをh）のため陸産貝の生息に必革を条件を

備えてhる。この島には種類としては少をhが非常に高h密度で生息している。・

特にヤマクルマ、ヤマダンシ．：／クミ／マイマイ等は生息密度が非常に高いとhえる。

3．調査方法

生息密度を調べるために昨年と同じ方法で調査区域をかえて57”′×10mのわくを2カ所設けた

（図1）

わくの設定は昨缶の場所1、甘区域と交斜する第臥第Ⅳの調査区域を設定した。

志布志側

＼
当
り
工

一

、．

し
大平洋倒し／「も

〆

4

〕

！

図1、ぴろう島と陸産月調査区城

×印は59伍8月調査区域（窮I、第丑区域）

を示す。

・印は40年8月調査区域腐乱第Ⅳ区域）

を示す。

採集にあたってわく内に部員が1m間隔に並び、採

坂もれのかハよう密度の調査にあたった。
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4．結　　　　果

（イ）種　　樽

し＿＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿．－＿．－＿－＿＿－．、　＿＿＿＿

ヤてタニシ科

キセルガイ科　′

オカクチキレガイ科

ネジレガイ科

オナノマイマイ科

ナンノくソマイマイ科

－‾’「

1．　ヤマクルマ

2．ヤ亘夕ニッ

5∴了ズキガイ

4．ギウリキギセル

5．ノミギセル

占．オカチョウジ

7　クワラガイ

3．ツクシマイマイ（タカチホマイマイ）

貸　コペソマイマイ

（図2）

1．ヤマクルマ　　　　　　　2．ヤマタニシ　　　　　　説　アズキガイ　　　　　4．ギウリキギセル
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（ロ） 生息密度

（表1）　（単位：個）初毎度39鑑8月15日、二缶虔40鑑8月17日調査

調査区：　　　5　9年8月
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表1に示すようにぴろ島の陸産月生育密度は1ガ当り44．3個で非常に多いことが分かる。

5．結果の　考察

種類としては大隅半島に生息する普通種のみであるが生息密度は高く、昨鑑の際1加一当り36．9個

で本毎度調査結果では51．7個で昨年の17が当り密度の1．4倍である。従ってびろう島の昨年と今

缶の平均1㌦当り密度は44．3個である。前にも述べたようにこの島は温度も高く森林の下では割

合湿気があり陸産只の生育条件に適しているにもかかわらず種煩に去バハては僅か9番頬である。こ

のことは植物に比較して移動しにくhこと、特に無人島の場合は移動の機会が少なしへことである。

植物が暖帯南部から亜熱帯性にかけての植物が見られる割合に陸産員に南方系が見られないのはそ

の為であろう。

昨伍にくらべ調査区城は異るがどの個体数も増してレゝること昨雄採取できなかったクワラガイを25

個発見したことはこの島が陸産月の生育には勿論、繁殖しやすい環境にあるとhうこと∩　この島に

とっては新Lhl種がこく最近この島に何らかの方法で渡って来てふえて来たものと思われる。従

ってびろう島は陸産月の隼息条件にかをっているので今後艶々を方法で多くの動物が渡る機会を得

るとすれば陸産只の種類や量がかなり豊富になるものと思われる。

なお陸産只の僚類につhでは島全仕にわたって別に調査したが9種であった。

5．結　　　　論

ィ、ビロウ島の稽物は瞑帯南部なhL亜熱帯の相物欄に属して‾いるが陸産月は大隅半島のものの一

郎が生息していて南方系陸産月は特に見られをレ。

このことは南方系月の移動が海を越えては困難を要素を多く含むことを意味する。

ロ・個は密度は非常に高く17が当り4孔3個である。

このことはこの島の温産や感度が濁当で亜熱帯植物等により森林を形成し適当を明るさのため生

育しやすh環境をつくり更に繁殖を盛んをらしめてhふからと思われる。　　　　終り
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鹿屋市・高山町を中心とする平地の蝶と生態

2年　目　高　光　昭

私は高校付近を中心とした鹿足市と自分がすんでhる高山町を飛翔してhる蝶を採集し、またhつ

か目撃したことのある煤の挿類を．零くことにする。また採集の際や路上等で蝶の年活状態を観察した

ことのあらましを書くことにしたがこれらは私なりに採集、観察したことにつhての記録であるので

御了承顧hたh。煤は次の8つの科に分けられる。

アゲハチョウ科（Pαpん工107もiヰae）、マダラチョウ科（Dana′idaO）

シロチョウ科　tPieridae）、タテハチョウ科（NyTnphalid．ae）

ジヤノメチョウ科（Satyidael．シノミチョウ科（hyca・enid▼ae）

ゼセリチョウ科はesperlida？）、テングチョウ科（hibytheldae）である。

（1．）で昧昆布・高山町を中心とした喋の採集記録や目撃した煤を科毎にまとめてみた。（2）－　ではこれ

らの喋のうち特によくみかける蝶の習性等（疋つhて記してみる。

I　廃屋市・高山町を中∫Cと　した蝶の採集紀銀

鹿児島県には．四季を通して約100数種の煤がいろものと思われる。鹿昆布・高山町の平地にお

hては、やはり平地の煤が多く見られるが約d O種は採集できると思う。高隈山‘国見山のようを

山地も含めるとその埴埠もかなりちがってくるので、ここでは平地で見られる攻をせりFあげたd

比較的多h咲融A）．普通にみられる蝶珂B）まれを蝶であるが採集された珠．または目撃した璃C）

採集したことばをhが採集記録やその可能性のあると思われる珠雇D）とする。

★　アゲハチョウ科：
了ゲバ（ナミアゲハ）

ク　ロ　ア　ゲ　ハ

ナガサキアゲハ

モ／キアゲハ

了オスジアゲハ

ジヤコウ了ゲバ

カ　ラ　ス　ア　ゲハ

ミヤマカラスアゲハ

ミ　カ　ドア　ゲハ

キ　了　ゲ　バ

Paplllo xuthl16　　　　…・rA）

Pa．pllio protenor　　　‥・イA）

Papllio nOmnOn　　　　…・（A）

Papillo helenuS　　　‥・イA）

Graphlu＿m Sarpedon　　…・fA）

Byasq alclnon8　　　　…・伺

王つapilio t）ianor　　　・・・巾）

Papilio maackll

Graphium d．0SOn

Paplllo machaon

‥‥rcl

‥丞漂認諾銘品　か
‥・イCl　をし

☆　マダラチョウ科：
アサギマダラ　　　　Parantlca．　slta　　　　…・佃一一C）

かてマダラ　　　hlmnas ehrysippus　‥二史）

★　シロチョウ科：
モノシロチョウ

スジグロチョウ

モンキチョウ

Pi。ris ra－pa．e

Pler坤melete
Collas erat0

－15－



キ　チ　ョ　ウ　　　　　EurOma－　heCa，be　　　　　　‥‥（A）

ツマグロキチョウ　　Euremalaeta　　　　　　…・（A）

ツマキチョウ・　An隼OCarl年聖隼叩彗∵・4功
★　タテハチョウ科
キ　タ　テ　ノ、

コ　ミ　ス・ノ

ソマグロヒョウモノ

ルリ　タ　テハ

’アカタテハ

ヒメアカタテハ

コ　ム　ラ　サ　キ

ゴマダラチョウ

ス　ミ　ナ　ガ　シ

イチモンジチョウ

メス了カムラサキ

イ　シガケチョウ

メスグロヒョウモン

クテハモドキ

オオムラサ車

★　ジヤノメチ
ク　ロ　ヒ　カ　ゲ

キマダラヒカゲ

コ　ープヤ　ノ　メ

ウラナミジヤノメ

クロコノマチョウ

’ヒカゲチョウ

Polygonia．C－auretlm　…・（A）

Neptis aceriG　　　　　　…・（A）

ArgyreuS hypOrbius　　…・（A）

Ka・niska cana′Ce　　　　　…・iA）～（B）

Vanessa・‥Lndlca　　　　…・佃～（A）

Vanessa ca・rdlui　　　　　‥‥匝）～（A）

Apaturailia　　　　　…・（今）

E88tina japonica　　　‥・1A）～（B）

Dichorra・gia neSimchlE；　　…・（B）～（C）

hadoga c・amllla　　　　　‥‥（C）

Hypollmnas misippu－6・‥1C）

CyrestlGthyo且am読∴・‥（C）
Damora Sagana　　　　　…・（C）

ProcIs almanar　　　　　…・（C）

Sa寧akla charonda　　　‥・fD）

ヨウ科
もethe diana　　　　　　　‥‥（A）

NeO工）e gOSChkevltschll‥・1A）

Myc言eSis franclSca　‥・イA）・

Yp里豆乳a mOtSChulskyi…・（A）

MelaniLtiS phedima．　‥‥（B）

hethe siceli8　　　　…・（B）

★　シジミチョウ科
ムラサキシノミ

ムラサキツバメ

ウラギンシジミ

べニ　シノ　ミ

ウラナミシジミ

ヤマトシジミ

ルリ　シ　ノ　ミ

サツマシジミ

ツノくメシ・ノミ

ヤクシマルりシジミ

Narathu・r8JaI）Onica　　…1A）

Narath月ra・bazaln白　　‥・イA）

Ctlreもis acuta・　　　　　‥・1A）

もyca′qn．a phla′eaB　　　・・・イA）

もampid．eS uOeticuS　　　…・（A）

Zize⇔ria maha・　　　　　…・（A）

Cela・Strlna a′rglol－ユ8　…・（A）

Celstr血a albcaerul飽　　　…・（ち）

EverqS－argiadeS　　　・∵叫
Cela・Strina・p－ユSpa　　　…・匝）

★　セセリチョウ科

コチヤバネセセリ　　でhor9日，Sa Varia　　　　　…・（A）

7オバセセリ　　　　Choa・SpeS　もenjaIninli　…・（B）

－！d－
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キマダラセセリ　　　Potanthl1S fla・Vum　　・1‥（B）

ダイミヨウセセリ　　かaiⅡlio tethy・白　　　　　…．佃）

タロ，セ1セリ　　　NotOCrypta CurVifaS車a・佃1

★　テングチョウ科・r
テングチ百ク　　　　もibythea，Celtis　　　・‥イC）

皿　蝶の窃性

殊の習性を知ってりることは楽に採集できるとhう条件みたレLをものである。以下に述べることは

私の鵬衆から関知した嵐の習性である。

（＝　アゲハチョウ科の味は．ツツジなどの花によく集まり吸密する。飛びプ托し．アオスジアゲハや

ミカドアゲハのように飛び方が比較的速い嫌や、ジヤコウアゲハのように比較的かそし、喋とし1ろ

hろである。阜たアゲハ類の蚊はよく吸水して．レLものをみかけるハ＿水たまわのまわけや「池、川

のほとりに吸水しているのをよく見かける。特に了オスジ了ゲ′＼カラスアゲハやアゲハ等を見

るが、こ．のとき採集すると容易に採ることができる。吸水してhるのは必ずとり．ってhh位2頭

から教頭が群を成してhるのであふ。

次にアゲハの最大の弱点（雛よって採集苦れることをどの弱点）となる習性は必ずきまったコース

にこでは族道とよぷことにする。）を飛ぶのである。この習性は、ナガサキ了ゲへ　タロアゲハ

等に特に強く表われている。媒道は日陰で涼しく、しかもアゲハ等の好む密花の多h所である。

何回も採集してhふと自然にわかるよ？に奉る。、

（2l　マダラチョウ，科の嫌は、種類も少をく、また鮮かな麹をもってやる蝶である。ここではアサギ

マダラにつhて述べる。この喋は晋適切を開hて約10碑に在る。高h所をゆっくりとび、hか

にも人を馬鹿にしたような飛び方を寸車。風通しのエh、薮みたhを所で、しかも高い所を飛ぶ

からをかをか謡集Lにくhのである0薮の中をかきわけをがら・やつと追hついても「ここまで

おhで」とhうようを飛び方で今飛んで来たところを引きかえしてしまう。この嫌の麹には了オ

スジアゲハと同様、一部に鱗粉のをhところがある。これは鱗粉転写をするとよくわかる．私の

知ってhる範囲で麹の一部に鱗粉のをh蝶は、アサギマダラ、了オスジアゲハ、ミカドアゲハ等

である。※（威粉の完全にをhものに南米産のスカツジヤノメ等がある。）

は　シロチョウ科の姓にL　モンシロチョウがすぐ思hだされる。この科の蝶は飛んでhるだけでは

見わけにくh。そのため採集してみなlハとわ牟らなhことがある。大きまはツマベテチョウ　憫

長約10の》）からキチョウ（開長約5．5（楕）ぐらhまでその大きさはhろhるである。

シロチョウ科の環は、・よく十字科植物に集まる。春の頃、菜の花畑に行くと．モンシ′ロチョウや

モンキチョウがたくさんhるのはこの習性によるものである。この科の蝶はやや規則的ではある

が紙層を、吹き散らしたような飛び方をするので、案外採集Lにくh。一1伍の間で．せず最初に

現わ‾れるのがソロチョウ科の味である。シロチョウ科の嫌は5月～4月にかけて全盛を迎えるが

d・、8月になるとその数は少をくなる。

（41タテハチョウ科の蝶は一般に飛び方は非常に速い。だから採集するときに気づかれてしまうと、

ものすごい速さで逃げられる。しかしこの攻にもやはり、欠点がある。それはこの味にとって樹

液は好物なのである。樹液に集ま？てhるときは手でさわっても逃げようとしえいとともあゑく

らhである。従って手で容易に採集できるのであるが普通はスズメパチやクマバチをどと一緒に

あることが多hので危険を伴をうこともある。
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（5）ジヤノメチョウ科の旅は竹薮とか、薄暗hところにし1るので採集するときによく綱を破ってし

まうことがある。蝶の仲間では．もっとも地味を蝶である。普通、例外もあるが、ジヤノメチョ

ウ科の蝶はうす黒色をしてhふ。名前が示す通わ、麺の素、真に蛇目の紋がばレゝつてhふ。

伯J　シジミチョウ科の喋は小さしハのでよく見のがしてしまう。普通地上から10α診～20珊の所を

hそかしそうに飛んでhふ。畑や堤防でよく見かける（小型を珠で歩みが婁外莫蘭をものが多く、

ノ後麹に小さな尾障突起）をつけてムるものもあるJト型のものは開長が1（神位、大型と思われるも

のでも小淵～5‘昭の間と思われる。（但し、鹿児島県内の味で）

（71セセリ嫌科の蝶は形が小形で速く飛ぶので、シノミチョウより見つけにくh。この喋は、そう

とう忙LL1喋で密を吸うときにも麹をノ三．タノくタさせてhる。特に了オノミセセリをど・1つの花に

とまったと思うと次から次の花へとし1そがしく飛びまわってhふ。この了オノくセセリは昼は竹の

碇の乗などにじっとしてhるが、朝と夕方にそると、活動を始める。

・以上7科の蝶の酋性などにつhてのべたが、ここで甲虫の採集法として糖密採集方法を述べて

おく。

家の付近が山とか森みたh在所の人は是非やって賢し1たい。黒砂糖を小さく砕hて、それに少量

（砂糖の与ぐら．し1）の併酎を混ぜて煮つめると、ねばねばした液ができるからそれを適当を所（

薄暗くて涼Lh所）の木の幹に塗ってかくだけで良h。去蜂の夏（19d d年の夏）やってみた

ら一晩で2匹のくわがたがかかった。結局人工樹液をつくるのである。

・　さて次に蝶を採集するものだけに見ることのできる喋の世界をのぞhてみたh。

嫌には外敵に対しての甲虫などにみられるような攻撃的を武器はなh。しかし峰やその他の昆虫

にはほとんどすべて「武器らLhもの」や「よろh」を持ってレ㍉右のである。そのかわり喋には、

すばらしh麺がある。麹の裏は普通地味で、きた幸い感じがする。・それに対し表は実に鮮かで美

濃である。裏が枯れ糞のように地味をものは枯れ集などにとまって休むときに自身を保護してく

れるのに振合が良h。また表の鮮かな莫麗苔は美しい花にとまって吸蜜するときに自身を保護し

てくれるのである。いずれのとき牢も・すばらしh保護色の役目を果してくれる。また蝶は・立

派を麹をもってhるため自由に何処へでも飛んで行ける。触角をとり去っても蝶は前よりもへタ

を飛び方をするが飛ぶことができる。しかし眼をつぶして－しまうと飛べをく走ってしまうeだか

ら嫌は麺と眼によって外敵から自己を守っていることがわかる。そのほかの器官も自己防備にな

るのは勿論である。冬の寒さも蝶にとっては外敵に匹敵するぐらい恐ろLh事である。煤は卵や

幼虫、鴫．成虫等の状態で越冬する。卵で冬を越す蝶は．シノミチョウ科の味に多く、幼虫はソ

ヤノメチョウ科の喋に多い。タテハチョウ科の味は成虫で冬を越すが殆んどの蝶は塙で裾冬するn

このようをいろいろな手按で越冬しようとする努力があっても、これらの中には来春を迎えるこ

とのできをし1珠も少をく夜hのである。

・ジヤノメチョウ科の煤などが休んでhる所などを見ると思わずニッコリしてしまう。ウラナミ

ジヤノメなどでは特にそうであるが木の隻にとまったとき必ず麺を開hたり、閉じたりする。そ

のとき後均の紋があたかも人間の眼のよ．うに見えることがある。その紋がこちらをギヨロ、ギヨ

ロ見てし1るように思えて最初は吃麿させられるのである。またその動作が面白やのである。・その

紋は丁度5円玉に似てし、るので「ゼンチョウ」という別名をもらっている。

また1頭の雌に　頭も　頭もの雄がつhてまわってhることがある。これ鍵了ゲ／、等にもよく見
掠れるが人間も珠もこのあたり差程，変りをhように思われる。

・　ここで雌と雄の仕上の達レ、科による体型の違hを少し述べてみる。まず堆、雌の見わけ方は
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普通麹をみて分けることができるがそれでもわからをh時は・体の造りによって調べてみる。雄

の方は腹部が小さくて腹部の末端が享けたように開hてレしろが雌の方はこれが閉じてhふ。そし

て腹部が大きい。嬢部が大きhのは体内レこ卵をもってしっるためで産卵期に走ると数十個の卵が体

内に存在する。ナガサキアゲハを解剖してみたら完全に卵になったものが72個まだ殻のできを

h未熟を卵が数十佃でてきた。

卵を産みつけるとき親は簡単に隻に産卵するが、解剖して得た卵は隻についてくれをレ。どう

して親は卵をうまく貴に付けるのだろうかと思って解剖してみたら．そのナノがとけた。雌は体

内にある化学成分からなる接着剤の一種をもっているのである。ナガサキアゲハの雌を解剖した

際．雁部の末端にある卵巣のあたりに白山ねばねばした液総があり、それが卵を木の聾につける

のに遷啓を働きをしてhるのである。その量層マッチの点火薬の半分ぐらhであった。解剖して

得た72個の卵のうち発生をはじめたのはたった4個即ち的d腐近くであった。4項のうち2頭

は発生の併発のため犠牲になってもらいl頭は5令か4令のとき逃がしてやり、あと一頭は成虫

に希ったとき逃がしてやった。

次に科による触角の連hを述べてみる

触角につhてみるとこれは科佗よって少し違っている。大きさの比は一定ではなh。

～

一

・

！

！

′

l

＼

0　　　　　（り 匝）

印の触角はアゲハチョウ科の喋に多くみられマダラチョウ科の燦をども（カに属すると思う。

（イ）の触角はソロチョウ科の喋に多くみられる。

（ウ）の触角はクテノ、チョウ科の蝶に多h。

国の触角はセセリチョウ科でみられ特徴がある。

桝の触角は蛾にみられる。

次に鱗粉について観察したことを少し述べる。

鱗粉を麒徴鏡で観察すると図のように左右対称にをってhる。これが喋の切にぎっしりと規則正

しく並んでhる。

（カ）の部分は縦に多くの縞があり上蔀の方ぱちつにわけられて余り、この辺に色がつhてhふ。そ

して下部は突起陣）があり、これが麹に深く差し込まれるようにつhてhふ。丁度、ニワトリ等の

羽根のようを形で皮ふにくレ1こんでいるようなものである。

・おわり倣卵から成随になるまで、hろhろ夜形をかえそしてわれわれの眼にみられる時は．堆

上嫌上とうたわれる軽費Lh舞をまh続けをがら姿を現わす。それまでは．1バろ．hろな自然とい

う中や外敵とも戦叫続けたであろう。そしてLへずれは早く死んで行くのである。心あるものならも
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だらヽ
’カの蝶

きれいな鱗粉も一枚だ

け見ると囲めようにな

っている。小さいヒダ

が7こてにたくさん並ん

でいる。

上部の突起は2つから

5つぐらいである。

（クロアゲハの鱗粉）　　　　＜クロアゲハの後項（鱗粉のならの＞

少んぶん　（Ⅱ）

．
′

■‾

硝㌍予断宰解・範頼師
．

亡．．

図の穴のところに下

部の突起（キ）がは

いりこんでいる。

避
㍉

′
し
、
で

㌔
．

くクロアゲハ、前麹の鱗粉をとカのぞ

できるだけ・かわhがり黎し続けでやりたhものと思うe百新妻諭にみられる早に保護し
てやりたhものと思う凸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かわり
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ナガサキアゲハの飼育観察

2年　目　高　光　昭

私はナガサキ了ゲバの卵を採取し、5月の初めから6月一杯にかけて飼育観察して来た。ここにそ

の観察記録を発表する。

I　ナガサキアゲハ（Pa料ill m殖non thunbergli von Siebo周について

この蝶の最初の発見者は学名あ示すとおりシーポ′レト博士である。この蝶は九州にはひじように多

産hるのだが、本州にをると広島県のあたわまでレしろのみである。アゲハ類に属して大型の蝶であ

るが、アゲハ特有の後麹の尾がをh。

Ⅲ　ナガサキアゲハを飼育した理由
，・どうして私がこの喋を飼育観察したかとhうとその第1に卵が比較的大きし、こと、第2にこの喋の

幼虫の食草であるミ∵かンの壕が家のまわりにあり手軽に入手できたこと。第5にこの味についての

予備知識があったことなどである。

臥飼　育　観　察
卵、幼虫、桶と三酢鴇に分けてその記録を述べてみる。

fl）卵につLへて

卵はうすh黄色でミカンの婁（若婁）の実に隼みつける。形は球状。直径は約1．57花m・ぐらhで

ある。約24時間後に肉眼で変化しているようすを認めることができる。産卵は5＿月r9日午後4

時30分であるe

卵の上側（集につし1てhる方を下とする）に朱色の点ができてし、右。産卵後ちょうど2日目にそ

の朱色の点は洩h赤色にをふ。茶色に近い赤色である。そしてそのまわりに、うすh赤色の帯状

のものが教本でさてくる。5日目にをふと卵の上半分は完全に茶色になってしせったn Z＝日昌の

5月15日午後8時15分の記録簿に書かれてhることをそのままここに記載する。

あまり変化は見られない。多少茶色の点が大きく広が．ったようだ。10倍ぐらいグ輝剖顕微鏡で

観察してみると、この茶色の点の物質は色々と生命に必嬰を揺官のできる所のようである。卵の

上側姥少し色の変化もみられ更に細かに分化してきたようだ。

産卵後d日日の5月15日の記録

予想もしたかった変化がこの時見られた。

はじめにできた茶色は黒h点となり、あとからできた別のものとが1つにくっつきそこから黒い

毛のようなものがたくさん生えてhふようである。くっつきあったものがとり囲むようにして更

に別を赤h烏ができてhふ。これも他の器官と連続して動くのが観察できた。卵全妹の色もか夜

り黒つぼくなって－きた。‥　‥と記録されてレ㍉右が、何しろその時は卵内の変化が著しく興奮し

てこのようを、．わけのわからをh文を書hたのだろうと思う。とにかく・この時期の卵の穀を破

いてみると．上側の茶色（ほとんど黒色に近h）は頭部で．下側の黄色い部分は立派を腹部である

ことがわかった。そして「黒h点」は雲は幼虫の眼であった。
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卵の殻を破くのに20分～50分ぐらhかかった。というのは卵そのものが小さしつ　日．577－仇）

ためなかなか骨が折れた。急ぐと車の幼中を殺してしまうので根気強くやって行かねばならをh

のである。年理的食塩水の中に卵を入れて′2本の針で除々に精密に解剖してし、くのである。

幼虫は頭課斉上・忙して脚の方を外側にした状態で丸くをって卵矧勺に納ってhふ。幼虫は暫くは

′i：きてし、品がやがて死んでしまう。この時．既に頭部や晦郡に毛が年えてhみのが見られる。

荘卵使約1週間紅潤す藩と、卵内〔′）変化は進んで卵内に間隙が多くなり、卵全快が白っぽくなっ

てくる。そして卵の上部が幼虫によってかみ破られて幼虫はぎこちをく出てくる。自然の作った

最も莫Lh光景と思われた〇年命の誕年だ。

（21幼虫　に　つh　て

幼虫は5つの段階に分けられる凸それぞれ順に1令、2令、5令、4令、5令幼虫とhう。

1令幼虫の長音が約47花仇、5令幼虫が約70mmになるから幼虫の時期　日8日間）にそうとう

成長することがわかる。

1令幼虫はふ化してから次に脱皮するまでの期間をhう。2令、3令もみんな脱皮によって区別

する。

1令幼虫：1令幼虫はポウフラに似た形をした、されし1夜色をした幼虫である。そして幼虫特有

の朱色の悪臭を出す触角（これを臭角という）はまだ黒色で全然におhはしをh。佐

すべてが未熟とし1つた感じである。卵からやっとのことで出て来た1令幼虫は．暫く

静止してhるが急に何か思いだしたかのように卵の殻を食べてしまうのである。

2日目頃から．柔らかい食草（ミカン規の婁）をたべ出す。またこのころから既に蜘

蛛の糸に似た糸をたす。この糸は幼虫が歩行する時に必費であり．歩hて行けをレ、よ

うを所へも移動することができる。ふ化して5日ぐらhたつと1回日の脱皮を行なっ

て幼虫は2令となる。

2令幼虫：2令幼虫は丸みを帯びた鶏糞状の幼虫である。しかし毛元多産佳えセムる。・色は黒つ

ほしへ茶色である。

5月20日から5月23日まで

5令幼虫：5月24日から5月26日まで。この頃の幼虫のすがたはますます醜いすがたになっ

てくる。

4令幼虫：5月27日から5月51日菅で。この頃の幼虫の姿も醜く、全身緑色にをふ。

5令幼虫：d月1日からd月8日まで、緑色の地にすこし模様がついて幼虫の王様といった感じ

になる。

このころの体長は507花鶏からd Ommである。産卵から約25日目の頃である。こ

のころの幼虫の頭部について記録してある部分を抜粋してみる。「体の割に頚部は′ト

さh。レン㌧ズで見ると大体眼の分かれ目がわかる。複眼になるものと思われる。眼の

中は縁で稗の日のようになってみえ表面は黒い毛にかかわれてレ1る。

口の部分は鋭h歯のようなものでできてhふ。」

此の幼虫の顔面を前からみると、ブタの顔みたhにこっけし、である。産卵後30日目

に’707花m近hi‾ィモムシ」・に走り少しも動こうとしをレ。そして、多量の茶色でど

ろどろした液汁を出して小さくなっている。体中敏がたらてhふ。やがてそのまま深

h深い限りに落ちて行くのである。

げ　盟に　つい　て
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桶は2つの時紗に分けられる。その前期のものを欄（ぜんよう）とよぷ∩前桶は普通1日しか

ないので．普通の人はあまり見たことばをLへと思う。師と幼虫の中間と云った照じである、餌の

時期は何も食べをh。だから成虫にキス晴のエネルギーは貯えてかかねば舟ら貴い。両自hこと

に5台幼虫が完全に年長Lをレゝ407汀7光一～507万mの時に食草をやらをhでおくとすぐ桶に希っ

てし普h生まれてくる成虫はみんかj、形である。また桶の時即に無理に桶のもってレ㍉るェネルギ

一存使われてしまうと死んだり、羽化の楷透がのび　ら貴かったりすス。師にをるとき多環の液

汁を出すのは、師に希ってからは老廃物をすてることばできをhからその孝廃物と走る物質をす

べてすて去ってから塙にをるのでは分かろうカコ。癖の脱そ没をみると、その中に茶色ににごった液

汁がたまってLへふn　これは癖の時期にできた老廃物をは内　瞞層庫）にためてふくためで止をh

かと思われる。hつか貨物の授業でニワトリの胚は自身の尿で自分を保護してレしろと習った。そ

れと同じようを名を坤もするものではをlハかと思う。卵殻を破hたときの要領で、桶の穀も破っ

てみた。は中めれてhふ。そして暫くは生きてし1るがやがて死んでしまう。

以上の観察からしても幼虫は何らかの方法で自己の老廃物と思われる物質を本体と殻との間に貯

えて自分を保護するのであろう。やがて、痛は羽化して喋にを為が．この際、ひじように時間が

かかる。桶からでてきたばかりの既は汰中ぬれてhて、音だ均は体の長さよりも′トさh、何時間

もたつとその小さを麺は大きく走って立派を嫌になるわけであるハ

Ⅳ参　考資料
（＝　産卵から成虫になるまでの各幼虫の年長記録は表の通りである。

卵
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くLil　体　長　の　変　化

その時に応甘体酢変わるので資料としてあげなかった0側　面

ナガサキアゲハ発生観察園
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Ⅴ　ナガサキアゲハの帝生観察図とその呵解説

（I　図）　うすh黄色で直径が約1．5mmぐらしへの大きさ。ほとんど球に近レー形で下部がすこし平

らにをってhる。食草（この場合みかんの奮）の票拡1個ずつ醇卵される。

用　図）　卵のほほ買上（ここでは卵が集につhてレしろ方を下とする）に赤h紋ができる。肉眼で

はっきり認めることができる。産卵から約24時間。

（Ⅲ　図）　赤h紋は茶色っぽくをってくる。まわ射てうすh赤色の帯ができる。卵のほぼ中央。卵

の下郡は変化が夜レ㍉£うである。産卵から約48時間。

偶　因）　例の赤h紋は完全を茶色にかわる。Ⅲ図で現われた帯から上部は茶色である。それでも

下部の変化は諌められない。産卵から5日目。

（V　図）　肉眼では変化するのを確認できをくなる。それで的10倍（はっきりした倍率はわから

をh）のルーペで卵の上部をみる。Ⅲ図で現われた帯はしっかりとつをがり、茶色（こ

のころになると黒に近い）の紋をとり因んでhる。そして茶色の紋からは四方八方にヒ

トデみたし1をものが出てhふ。産卵より4日巨。

（Ⅵ　図）　しばらくの間変化らLL1変化もおこらをhが5E＝∃の朝hちじるLh変化がおこる。大

きをイモが2個、卵内にできたようを感じであえ。しかしよく見ると毛がはえてhる。

そのイモがかこむようにして赤hものが見える。この大きなイモはときどき動くのが認

められるd後の観察でわかったことだがこの大きをイモは幼虫の脹なのである。

（Ⅷ　図）　その日（5日剛　の夕方に卵は白っぽくなってしまう。卵内に間隙ができたものと思わ

れる。もうすぐふ化するのであろう。中は間隙のためにはやけてよくみえ方レ。

Ⅷ　図）　5日目の夜、ふ化したのであるが幼虫は卵の上部をかみ切って出てくる∩Ⅷ図はそのぬ

けがらである。幼虫はしばらくの間ぬけがらの横に動かをhでいるがやがてこのぬけが

らをたべつくしてしまう。

（Ⅸ　図）1令幼虫。上から見ると白っぽやが、下からみると黒色をしている。総長は約47甘7花。

休の割に頭部が大きレ。′卜さhために体毛が目だつ∩　このころの臭角は音だ黒色をして

hて、lハやを臭ほしをh。形はポウフラにとてもよく似てhる。5巨＝］の夜である。

（Ⅹ　図）　2令幼虫。汰長は約10mm。一見して鳥の蜜とまちがいそうである。丸みをかびてい

て前と後の方に′j、さを突起があるが．これは1令幼虫のときからのもので妹の割に1令

よりも小さh。11日目。ふ化から5日目。
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用　図）　2令と5令はほぼ同じ午のて3令幼虫の説明は省く。光図は4令幼虫である。からだ全

体が緑色になっている。体長は約257花訊。前部に黒h目のようをもめができてh去。

産卵から18日目d

（渕［珂）　5令幼虫（終令幼虫）である。これはよく見かける幼虫である。体長はd57花m～70

mmぐらしへになる。体毛は昆あたらをレ1が．頭部にげたくさんの毛が年えてレ1る。産

卵から23日目。

（Ⅹ皿図）　5令幼虫の頭部。ロにあたる部分はするどh歯になっている。これで、わけをく食草を

かみくだhていくのである。眼をよくみると網の目のように別れてレ㍉ろのがわかる0°

（ⅩⅣ図）　5令幼虫．の脚。左は成虫になると退化する脚。右は成虫になっても残る脚でそれぞれ5

対、と5対で計8対の脚を幼虫はもっている。退化する方の脚は幼虫が食草上をあるく

ときに使うe　これは良葦に吸レ1付hてあるくから図のような形をしてhる白

くⅩⅤ由　前塙。食草の枝にほほ直角にせがってぷらさがっている。幼虫と塙の中間とhった感じ

である。（ⅩⅤ図3）は同じ前哨であるが．こちらの方はすこしくわしく書hてある。

図のように幼虫は．しわくちゃになって体長は5令幼虫の三分の二ぐらhの長さになっ

てhる。産卵から32日目。

（ⅩⅥ図）　蛸。前桶は約1日たつと立派を晦に走る。産卵から33日目である。塙の先端は二つに

わかれてhる。その部分から腹部の方へ触角らLLへものが1対みえる。やがて産卵から

50日して成虫になる．　　　　　　一因説明おわり－

Ⅵ，ここではナガサキアゲハについてその発生の過程を記した。

ナガサキアゲハは定められた食草のミカン等に産卵し、毛虫と云われる幼虫時代の醜h姿から輔化

への奇怪を変貌をなしそして深h深h眠りの時代からやがて羽化して莫寛を身を装う功をもった蝶

にをふ。与の長い閏の観察をしてhる間に1個の生物の年命の偉大さを知り、苦心しながらも何と

も云え覆い喜びに浸ることができた。更に今後も、暇次第．蝶の節電に努力したhものと思う。

蓼　考　図　書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（42年1月言の

「原色日本媒類幼虫大図鑑」VOLII　保育社、白水　隆、瞑　章　共著

「先児島県の蝶類」　鹿児島県昆虫同好会発行　　福田晴夫、田中洋　共著

実験室：BSCSの　実験（1）・

日高洋三．松浦富雄．松原勝博他

午　コウボキのアルコール発酵

目　的：コウポキンの発酵作用と温度との関係につhて仮説をたて、さらに実験して．その仮説を

検証してみる。‾

準　備：ノくソ用のコウポキン（イースト）1～2タ、氷、10感の砂悟水．猫度計、U字形圧力装
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置（インジケーター：市販のものは、内径2循＝鴨のガラス管をU字形にまげ、両側の垂直

夜部分に去々1mm間隔の目盛が12（溜印してある）ビーカー　日0「10c c）試験管（

25×2007花7花）その他装置に必夢をピンチコックやゴム管、塩化バリウム

方　法：（＝　仮説をたてる。

2つのビーカーに、それぞれ　コウポキンと砂糖水を入れ．1つのビーカーの方法、冷

薩摩に入れたもの、片方には500へ′400Cの暖所におhたものを比較する。

吟　この2つのビーカーを観察し．観察したことをすべて記録する。

⑧　観察した轟実から、コウポキンと温度との関係につhて仮説をたてる。

佗　実験：こめ仮説の1つを検証する。

の　図のような装置を組みたて

Aの試験管には、コウポキンと砂糖水を入れる

Bの試験管には、砂糖水のみを入れるd

㊥　ビーカー内の温度を200土lOcに保ち、1分間（発酵の状況に応じては2分間）

おきに5分間なし、し6分凱　U字管内の着色水の目もりを読む。

⑨　同様に180．500．400Cについておこなう。

（㊨　横軸に時間をとり．縦軸に目盛数（発酵の強さ）をとりグラフをかく。

O U字型圧力装置を使用したアルコール発酵の実験装置

U字型圧力装置
（インジケーター）

日

日

日

日

呵

1

0

1

9

㍉

8

7

　

占

5

4

　

5

2

1

2

1

1

1

0

　

9

8

7

占

　

う

　

4

　

3

Ⅰ音色水
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0　考　　察

仲　着色水の動きは、方にの変化を表わすか。

「わ　もLABの2本を使わないで、Aだけを使h、U字管の一方を開放してあったとしたら．着

色水の動きはコウポキンが．気体を年産したことにをるとhえ晶か。

巧）更にAのU字管の一方Bを開放にして、そのゴム管を塩化バリウム水を入れたビーカーに入

れると、何か変化がおこるとすれば何を意味するか。

（カ　グラフから．どのようを結論を引き出すことができるか。

⑤　上の実験の結果から500．d OOcの着色水の動きを予測できるか。

（り　発酵液のにおいをかhでみる。

⑦　実験の結果は方法⑨の仮説を証明できたか。

与結　果：方法紬の結果○

（号　冷蔵庫に入れたものは変化をし

500～400Cの暖所に卦hたビーカーの方は盛んに泡が一亀そして、少なくとも一日たつ

ものではにおいもする。

（わ　コウポキンと温度との関係についての仮説。

ィ．温度が低hと化学変化は行をわれをhのでそれに伴覆う分解生成物のにおhもなく、気体

の年産もみられなし10

ロ、温度が高hと化学変化が行なわれ砂糖はコウポキンによって分解され、それに伴まう分解

生成物のにお亘へもする。泡はコウポキ／が気体を年産したものと思われる。

方法（21における実験の結果

（事・着色水の動きはAの方からBの方へ移動がみられた。これは気体が年産され－　その圧が加わ

ったものであるd

巧）対照をかhた実験でなければ例え結果的には同じであっても着色水の動きはコウポキンが気

体を生産したことになるとはhえなh。

③　白色の沈澱がみられるので二醇化炭素が発生したものと思われるd化学変化はBaC12＋CO2

十H20－十BaCO3十2上王C工

句　温度が10ec、200Cまでは時間がたってもあまり著Lh変化はみられをいが、500．

400Cでは砂糖水のコウポキンによる分解が著しく走り二酸化炭素の発生が盛んになったも

のである。

☆　コウポキンのアルコール発酵実験．結果の1例

2　1　5　　　　4

＝T
400　c j197花m！　411　45

1　　　　　　　　　　－－　　　　　　　　　　－　・　　　　　　、　　　　　　　　　　　　－　　　一　　　　　　一　　　　－

500　C！14　　　　　501　48

「　　‾　‾　　「　、　　‾

「〕土工聖
8［12

・、　　　　　　：・

J．一　　　一　∴1－　　　　　＿
95155　一

一一一一一→一一一一・一一一一1一・一一一l

l

l

74［110i18〔〕

】　　　　l
l　　　▼▼‾‾　　　　　　　　　　　．‾　　　　　　‾　　　‾　　　　　　　　　　　－’－‘　　－．＿－　－　　‾，．

251日目　35
1　　、、　‾1．‾‾1‾　　一．T．▼　‾’　　‥

151日目　21
二一日　＿
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（9　50Oc、d OOcにおパパては時間がたつにつれて分解は盛んに走ると思われるが、400C

の時よりも、その働きは低下するのではなhかと予測される。

⑨　発酵液のにおhば、短時間では．よくわからをhが一日以上おいたのちにおしへを嗅し1たら僅

かながらアルコールくさレ沌こお山ハがした。

（う　実験の結果は方法（勤の仮説を証明できたと思う。

砂糖はコウポキン（チマ一一ゼ酵素を含む）によってエチルアルコールと二酸化炭素に分解し

たのである。

BSCSの　実験（2）

生物部一同　代表、日高洋三、青倉成治、西小野成人

有薗真由美、森田美子、本日美保、ほか

◇　コアセルべ－トの形成

目　的：生命の起境に関する仮説で菜要を段階にあるコアセルペートをつくり、その形状やそれら

が形成されるときの条件について調べる∩

準　備：1偏ゼラチン液（1㌢のゼラチンを蒸留水にとかし全量を1007花βとする）

1魂了ラビ了ゴム液日タのアラビアゴムを蒸留水にとかし全景を1007花lとする）

0．1モル希塩酸（蒸留水貸3糀lの濃塩酸を加え全量を11にする）

PH試験紙、ピペットその他器具、顕微鏡とその観察用具。

方　法：1．ゼラチンの水溶液5／花lとアラビ了ゴムの水溶液3mlとを試験管に入れてよく混合す

る。この混合鞭の1滴をスライドグラス上にとり顕微鏡で調べる。

2．スライドグラス上の混合液に0．1毛ル溶液の塩碑を1滴たらず滴下する。全休が濁り

始める音で塩軒を加える。その時顕微鏡で観察する。
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5．その混合液にさらに塩酸を加え、溶液が透明になったとき顕微鏡で調べる。

考　察：㊥　原始の時代の海水中に、コアセルべ－トが自然に生じたと考えるときの海水中の物質

と、この実験に使用した物質とを比較検討してみる。．

罰　コアセルベートがよくできたときのPHとその形状を調べる。

③　塩酸を加えてhくと．コアセルベートが消失してしまh、ふたたび透明と走るが、こ

の溶液にふたたびコアセルベートをつくるにはどうするか。

句　コアセルべ－トを見やすくするためには、どうしたらよhか8

8実験結党：会

の　ゼラチンはタンパク質でアラビアゴムは炭水化物であるが、これらが溶液の中にとけ

ていると・やがて構造をもつ牟小さを滴（コアセルべ－ト1を形成する。このコアセル

ベートを形成ということは生命の起原に関する仮説での重要を段階である。従って海水

中にタンノくク質や炭水化物その他の化合物がかつて存在し．適当を濃度や温度が影響し

てコアセ′レベートが自然に生じたと考えられる。

・′句　コアセルべ－トはゼラチンとアラビアゴムの昆合液に0．1モル塩酸を加え白くにこり始める時観

察される。あまり稀塩酸を栖下しすぎると強酸性になりすぎコアセルベートは観察され夜

なくなる。やや透明を丸しつコ了′レベートが多数集まって観察される。この時のPHは4

なhL5ぐらhである。

150倍で普通径0．17花仇から0．5m研ぐらhであるが電燈の熱を与え約200C、約

25Ucぐらhで大きさも増し150倍で径1．0～2．0mm位のコアセルベートのもの

が観察された。

懇篤 コアセ／レベート

③　0．1モルの水酸化ナトリウムを加えてから0．1モル塩酸を加えると更にコアセルベー

トは形成される。

（初　結鼠　セラチン（たんばく質）、アラビアゴム」炭水化物）等の存在のもとに、溶液の

の濃度：LPH4－－5）が影響し、適当を温度のもとに時間を少しおけばやや大き夜コア

セルベートが形成される。そしてこのコアセルベートをメチレンブルー、ニュートラル

レッド等の色素を用h染色すればよく染色観察され、物質の透過膜についての事柄も理

解される。

BSCSの　実験（3）
2紅　下川つる子．前之原秀子

申恒内とも子、有鼠清子

○生体内における酵素の＿触媒的なはたらき

［∃　的：有機の触媒であるカタテーゼと無機の触媒である二酸化マンカ㌧′川虫02）との触媒作

用を比較する。

車　備：肝臓切片、1～5喀過酸化水素水、’試験管ビーカー、試験管立て、その他

方　法：㊥　過酸化水素水と水とを8本の試験管に士ぐらhずつ入れ、右のように並べる。
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（わ　隼の肝撼切片と数分聞煮沸した切片とを

試験管a～且に入れ．その結果を観察する。

句　肝臓切片の代わりに二酸化マンガン（

（lノI得07）を′トさじに半分くらhずつ、一

方はそのま章、他方は煮沸して試験管e～

b

C

d

e

f

H2　0寸肝臓切片
H20十煮沸した肝臓切片
H202＋肝臓切片
ロ202＋煮沸した肝臓切
H20＋M几02

H2〇十煮沸したM亀02
1g：II202＋M㌢021

ねに入れてその桔果を観察すふ。

研究：‘′。生の肝臓切片と煮沸したものとのあわの発よ岩語孟盈を考
察する。

㊥　Mれ02を用hたときには、煮沸したものと、Lをhものとでは、hずれがあわを多

く出すか・この結果は肝臓の場合と達ラかどうか。そ平らの点につhて考察すふ。

③　この実験にお穴ハて発生する気体は酸素のはずであるがどのようを化学反応で推定され

るか等につhて考察する。

㊥　その他カタラー嘉とM九02との触媒として？性質を比較してみる0

8実験結果：8

①　生の肝臓切片と煮沸し牟ものとのあたの発生量の達し1

a：H2　0事汗臓の切片……・あわの発生は夜h。

b：H2　0十煮沸した肝臓切片……・あわの発生はなしへ。

C：H．202寸肝臓切片………あわオ芋多量発生

d：H202　十煮沸した肝繊切片・

㊥　甲n02を用やたときのあわの発生量

e：H20十MnO2　……・あわの発生はなし1。

f：E20＋煮沸したMnO2　……・あわの発生はない。

g：H202　十M料02　…‥あわが多量発生

h：・H202．＋煮沸したMnO2…∴・あわが多量畢生0

⑨　この実験におぺハて発生する気体につhて

2t王2　0㌢→2日2月ナ02の化学反応を早めるものと思われるので発生してくるあわ

は0　（酸素）である。マノメタ一存用hて発生したガスを集模してしらべふe

㊥　以上の実験結果から（aトイd）の実験に少しへて（C）のみあわ（昭素）が多貴に発年した。

このことは、肝臓の車にあるカタラーゼとhう酵素が過醇化水素＝12（〕2）を水と酸

素とに分解する。（倭体内では化学反応の副生成物として皐受02はたえずつくられて

hる云細胞内ではこの過酸化水素は毒性を示すので、つくられると同時にと射徐くか、

分解するかしてしまわかハと細胞自体が破壊されてしまうことになる。しかし年体内で

は触媒一時に肝臓車に多くカタテーゼ酵素がはたらく－が存在し、この遇碑化水素は無

毒を物質である酸素と7kとに分解されることになる）

（叶は水のため酵素カタラーゼの作用はをレ。（b）、刷　は煮沸した肝臓切片のためカタ

ラーゼ（酵素）のタンノてク質が変質するので、その活動は停止するので、あわく酸素）は

発生し査he

（gh（h）の実験では、レ、ずれもあわが多量発生したがMn02は無機触媒のため熱せられ

ても変賞せず、化学反応の速度を早めるものと思われる。結局、カタラーゼもMnO zも

化学反応の速度をはやくする働きがあるが．生比内にかける酵素（有機の触媒）は熱等に

＿・．・．．．Z Z　－
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よって変質する。無機の触媒Mn02はそれ等に関係なく化学反応の速度をぼやくする点

で相達する。

BS・CSの実験（4．）

◇　吸水と浸透圧

一4革　松疇勝博．西小野成人、松浦富雄
日高洋三、青倉成治、城戸内　勝

有蘭貢由葉．八木由葉子、下西啓
子．森田菓子、本田葉保Jグループ

目　的：吸水と浸透圧とを間接的に測定する。

準　備：ジャガイモ2個、硝酸カリウム、細口瓶（1507花l）8個、ろ紙，上ざら天ぴん、コルク

せん孔器（直径1（楕）ピンセット、ものさし

方　法：の　コルクせん孔器でジャガイモのくりぬきをつくる。

（至〕これを横に切断して、5榊の長さのものを8個つくる。

④　8個の繍口瓶のうちの7個に蒸留水、1感、1．5感．2威㌧・5虜、4魂、5感の各硝

酸カリウム液骨それぞれ1007花lずつ入れる、1個には何も入れをし1。

④18個のジャガイモのくりぬきの重さをはか‘つてノートに記入する。

耳）重さ香りよかったジャガイモのくりぬきを8個の紐口瓶にそれぞれ1個ずつ入れる。

句1日後、ジャガイモを細口瓶から取り出して外部に付着している液をろ紙でぬぐh、
l

それぞれの重さをはかつてノートに記入するe

⑦　④と㊥とで得られた結果を縦軸に壷さ（変化量）、横軸に硝幣カリウム液の濃度をと

ってグラフをかく。

考　察：㊨　それぞれジャガイモのくりぬきの重さは変化したか。

㊥　どの柵口瓶に入れたものが、その轟きが減り、‘または増したか。

（㊨　重さが同じもの、減ったもの∴噂し‘たものをどがあったら．その理由を考えよ。

④10功の硝酸カリウム液では、どのような結果になると思うかe

（め　ジャガイモの浸透圧は何魂の硝酸カリウム液に当たるかを考えよ。

実験結果：

（カ　それぞれのジャガイモのくりぬきの重さは、減量したもの、増量したものあるいはほ

とんど増減がみられなかった。

⑨　蒸　留　水：

1喀硝酸カリウム液：

2啄硝酸カリウ

5喀硝酸カリウ

4功硝酸カリウ

5喀硝酸カリウ

l
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液
液
液
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液

ム

　

ム
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いて浸したジャガイモのくりぬきの変化…‥増量

に浸したジャガイモのくりぬきの変化…‥減量

1・5軋硝酸功リウム液に浸したジャガイモのくりめきの変化ト‥増減量なし
溶液に浸きをhジャガイモ
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5項目＋＋4項目　5喀；くりぬきのジヤ
】　　　　　　　：ガイモのみ
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蒸留水　1　1．5　　2．0　　5，0　　4．0　　5．0　濃度（惑）

③　減量したものは、ジャガイモに含まれてし（る水分が原形質膜の半透性により、濃度の

轟h外液にうばわれたものと思われる。

増量したものは、ノ　ジャガイモの方の濃度が外液よりも高hため、外液の水分が、ジャガ

イモの原形質膜を通して浸透したものと思われる。

④10喀硝酸カリウム液に浸したくりぬきのジャガイモの減量は5喀硝酸カリウム液絶

浸したものに比して著Lhと推定される。これは濃度がもっとも高山ため、ジャガイモの

の水分が多量、外液の方へ浸透するためであると思われる。

㊥　ジャガイモの浸透圧は、ほとんど増減のみられ希い1．5喀硝酸カリウム溶液に等Lh

ものと思われる。

春　を　呼ぶ　花

＊＊＊＊＊来＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
▲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲

＊
＊
＊
＊
水

筆随物生
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

一毎　金　井　伊知子

〔目　すみれ（すみれ科）

もう．指宿には、すみれが咲いてhるとhう。こっちの方でも

もうそろそろ新聞の注によると、我が国には約50種あるのだ

そうだが、私たちがふつう見つけるスミレはほとんど数笹頬の

ものだろう。スミレの花は紫が殆んどで、その花を且向のかれ

草の中に見つけたときには「春が来たんだなあ！」としみじみ

と感じられる。この花は一見かよわそうだが、その花の色は上

品でし1かにも人の好感をひさそうをあいらしさだ。

山部赤人が「春の野にすみれ採みにと来し吾れぞ、野ををつか

しみ一夜ねにける」と万婁集にうたってhるほど古くから親し

まれ、高貴を人々からも．目をとめられたような感じを受ける。

〔21なずな（あぶら　な科）

ホントにナズナよりペンペン葦の方がよし1。
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去伍さやえんどうの畑で、H向ほっこをしながら少しあったかく走った私に、風がふくたびに．チ

ヤラチヤヲと音楽をたのしませてくれたe

ナズナは春の七葦の一つで解熱や止血にささめがあると新聞に出てhた。花は小さくてかわレHハが、

なんとをくその容姿は素朴を農村の人々を連想させる。もう春は、こんを雑草にまで手をのばして

さてhふのに、庭のボケは、音だつぼみをひろげていをh。春のかとずれは、素朴を目につきにく

い雑草に初めに訪ずれるのかもしれない。

日日　つば　き（つば　さ　科）

ことしも芸のそばの木にまつかをヤブツバキが花をつけた。この花はくびからほとりとおちるので

あまりよくhわれをレ。しかしその色は、森の美女を連患させるにもつともよいかも。しれない。

男の子ともは．この花をめじろのおとりに使うのだとhって．よくもぎとってしまう。鳥も花の香

亘によわしへのか勿論．みつがよし1のであろう。

亡の花は幸hCに小さい頃の思い出を思h残してくれた。竹の細h枝（′C：、おちてhるつばさの花を拾

年器ぎとめて花輪を作り、嬉しがりながら、又、ほとほと落してしまったり．集笛をつくって、な

らした4した。つばさは日本が原産地で、レγまで皇Llhろhろ改良されてhるけれど、なんとレゝつ

ても血石つまらせるほど、心にしみる也のこない花はこゐヤブツバキだけかもしれなレ一。

「∠ノつ　た　んばは（き　く　科）

′ナ！し．て璃∴∴　太腹に向って花を描き、春の訪れを知らせる。漢字で書くと、鴻公英とhかめLhが

とくノばばとhう語感はhかにも暖かく早春の日だまりに咲く花と、新聞に書いてあった。なるほど

そうしつわれてみればやはり「たんほぼ」‾はあったかh。夙にふかれてとんでhく花の苺は光の中に

でもすレ、こまれるのだろうか。その後には夏の券とずれが感じられる。土手等に咲くたんばほぼ、

子供たちの遊び相手と在ってくれる。たんばほぼ岐阜を境に九州側が白色で東京の方が責だそうだ。

と－ぅして．そうなるのか止しら．表hが以前見た中学校の植物鼠の黄花たんばばばよかった。

〔5〕お声いねのふ言当（ごまのはぐさ科）

苛h、本当に青い花。葦の中にあざやかを色彩を浮きたたせ、かれん夜姿のこの花がオオイヌノフ

クリとし、う名とは！ああこの花はだれにこの名を頂だしっつかまつったのだろうか、せめて「ふりふ

ぐわ」ぐらhの名をくださったらよかったものを。

昔の野生のものは淡紅色でこのオオイヌノフクリは、ヨ一口ツノくの帰化だと新聞より知った。この

花は中学校の校門の下側にhつばhはえてhて、私の花への愛着をレ、つそう深めさせてくれた。

〔の　れんげ（ま　め科）

旗のじゅうたんを敷きつめて、ところどころにピンクの刺しゆうをはどこしながら私の夢の世界は

つづhてりきました。そこには・レンゲの精がど／クの花のかんむりなつけておすわりに凍ってh

らつしそhました。－　これが私のレ∵／ゲに関する心の一部です。たんばにこれらを見つけると

飛びこんでレ、つて．そのかわレしハ花にあhきつをしたくなるのが人の心情というものでしょうか、

時々女の子が中には男の子も．1／／ゲのじゅうたんにすわって花を集めるのに夢中でした。お首姓

さんが、こんなこうけhを見たら嘆くでし⊥うに。

このレンゲは貨物でならったことがあったが家畜の飼料や肥料として重要を豆科の植物なのである∩
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一寸の虫にも五分の魂

－‥丁、‾‾・‾；；－、蒜‾蒜、憲一：
☆無知抽出血気奇

一年　片　野　祥　子

あれは昨斑の8月のころだったと思うd暑さH：ぐったりしてしハた私は、

木陰で涼んでいたとき．ひょっと地面を向hたら、何かぞろぞろ動h

てhふ。腰をおろしてよく観察してみると．1口匹ぐらhのアリ達が

ミミズを担hで、右や左と、レ1そがしそうにかけまわり進んでlハると

ころであった。人々は薔苗に参ってレしろとhうのに．さすがは立派を

アリ達の働きぶりかなと思hつつ目で追ってゆくと、穴の巾にはレ、つ

ていった。私はさつそく、家の中に射す込み砂糖をとり出し．以前の

穴の前に、少しづゝおとし七やった。すると、そここ′Chたアリ達はあ

ちらへ走り、こちらへ走り始めた。そのせつせつと鋤くありさまを見

て、同情らLhものをおぼえ－更に与えてやることにした。穴．穴、
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穴はと日をやってhるうちに、ひかれてゆく黒hものに気が付－ハた。これはとよくみてみると、な

んとアリのおしりだった。それも死骸の、さらによくみると土砂と土砂との間に何百匹とhう了Ij

の死骸が頭を出し、かしりを出してつめこまれていた。それはまるで穴の下の土が崩れるのを防ぐ

かのように、きちんと、つ、登れた城の石垣みたhだった。墓場をのだろうか、私は生まれて初めて、

こうhうものを見た。アリにもこうhう知恵があったのかと吃驚した。一寸の虫にも五徴の魂であ

る。私はさらにアリの巣をも．しらべえことにした。しかし．よくわからないが鉄筋アバウトみた

hに何階にもをっている地下アパートのようである。しかしどうなってh為のかよくわからないの

で、本によ、り調べてみることにした。それによると女王の郎臥オスアリの部臥働きアリの部鼠．

幼虫の部畠、鴫の部屋、食物倉庫というように区別がつhてhるものもあるとのことで、与れらは

何百、何千とレ㍉うアリ達の共同作業によるものとの番で、この偉大を力には驚かされる。

わが国にはおよそ100番類もの了リがすんでレL右そうですが、それらは殆んど、女王アリ．オス

アリ、働きアリとで一つの社会をつくって共同生活をいとをんでhふ。私達がかねて唾をどでみる

了リば′、タラキ了リで数として枕最も多いわけです。すべての労働を一切引き受けてレL乙そうです。

初夏から初秋にかけてメスアリとオス了リくせ四枚のうすh麹をつくり、その麹でメスアリとオスア

リは結婚飛行に出発します凸　メスアリはからだも大きく力強く、高hところまで舞いあがり、オス

了リもこれを追いますが、オスアリはやせてあまり力もなhので力つきて落ちるものが多hが、そ

のうちでも強hオスアリだけがメスアリに迫hつきますが．やがてオスアリは、はやし1ものは2～

5時乱　費がhもので2・、5日で死んでしまうそうです。そしてやがてメスアリは超博自切して地

中にもぐり女王アリとをって産卵を始めるそうです。その日．私仇　このようを小さをからだのア

リ達をはじめとする一寸もなh小さな虫連に考えさせられたのを覚えている。

暑さにも負けず、せつせつと行動する意欲と根気には敬服しそして小さを牛き物でも大切にしよう

ということを感じた。
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思い　つ　く　ま　ゝノに
卒業生　小野田　　　繁

第二号に何か書くよう媒1ハわれ、安易に引き受けたものの、何をかいてよしハやら全く解らず、期限も

丸一口の為、立のように思hつくせ壇に薯hてみたいと思しへます。

高　枚　時　代　の　想　い　出

．殆んど全ての人々は、小さh時分、イナゴに米鴇（御辞儀）をさせたり．ヤンマを追ったり．赤ト

ンボをそつと近ずhて手でつかんだり、夏休みの壷題にモユ／シロを何十頭もマッチ針で刺して行った

りした経陳があるたろう。

そうした虫の姿を、虫との対話を忘れられず虫との廿合いを続けてh喜一のが．輿ヤである。

私に収ヤへ叫中聞入り戒高校に入ってからとレ、つてよく、それば生物部の良さ先輩であス王‘こ氏の影響

力’∴等分にあった。

申．ヤ！）殆んどがそうであるように、私も初め珠から入った。紬レつ虫に比べて大型で、色彩も華やかな

も′′′）がろく、目に付きやすいとレ1う点では手近にいる虫としへえるだろう。

Lこく［川割く蝶がlハ乙と又珍らLh環が1ハふと名前はなんだろうと調べ、この道日日てばどんな朕がh

′こ、ノ′†÷ろうか、目太にはどんな珠がhるのだろうとみてhるうちに5日程で図鑑に載ってレしろ日本産珠

の和名は大‾方覚えてしまった。英語の単語等はhくら覚えようとしても覚えられなhの忙興味の間鵠

芝のだろうか、K氏とよく採集に行ったりしてhるうちに、それぞれの蝶の棲息場所や飛び方等も知

もようい二凍ったし、食草（良樹）も少しずつ解ってきた。郡室にあった「斯昆虫」をみたり、鹿児島

昆虫司好会に入ったりして中るうちに今せそ図鑑で同定や食草を調べたりしてhるだけでは物足りな

く売り．何か調べてみようとhう気が起きてきて、越冬個体（成虫の）を観たり、・ヤクルリの分布等

を調べ始めたりした。モンキチョウのメスを初めて採った時など、図鑑でみつからず、新種ではをか

ろうかと喜んだりした事や、不安がったりしたことや．触ネット招収め招時のうれしさや、羽化の時の神秘さに

対する討′Lや、チユウレンジハノ守一翔けでヤクルリの幼虫がみつからをh時のくやしさ、コムラサキの輝きや採

集の楽しさ．虫と接してhる時のうれしさ等虫ヤでなければ味わえ夜レ王事がhつばhあった。ヤナギ

の樹皮のわれ日で越冬中のコムヲサキの幼虫探りや、エノキの菩貴下のゴマダラの幼虫探り等一つ一

つが噂しh想い出である。しかしながら虫ヤの注意しなければならをh、ことは、利用法も知らずして

ただ蒐集の為にむやみやたらと乱穫して虫の生命を絶つ事のをhようにすることである。

虫ヤが虫ヤを廃業する時期が三度あるとhう。それらは進学、就職及び結婚である。

今あなた方はその第1番目に商った所といえよう。受験地獄は現実として存在する。それはせざれ

もなレL審実であり、虫ヤを続ける苺も言わをがら、それを抜けるのも大変を奉だろう。

下りようの覆い所にhた私が落着hて？（あきらめて）虫だけを迫ったのは例外としても、サークル

活動は先生や友人間等人間性を高める上にもまた授業中時間的に出来たh実験等も出来るし、大レりて

役立つものと思hます。自分の内正秘めてhる力（可能性）を自分で引き出す場とも考えられ．ひh

てば自分の生き方の基ともをり得ましょう。

甲　虫　あ　れ　こ　れ

蛸趨目は一般に甲虫とも呼ばれており、この目の最も著しい特長は．その名の如く、1対の前麹が多

少とも固h角質になってhることで、この目め前麹は特に麹輪と呼ばれています。
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一口に輸麺日とし1つても、それは百以上の科に分たれ、約20万種を含んでhます。それらのうちに

はゾウムシ類のように頭部の突出したものや、一部のバネカクツやシデムシのように単眼をもってい

るものや、クワガタのように大胆の非常に大きhもの等照微領でのぞくと刻日やフォームが千差万別

で1つ1つ芸術作品のようで目をみはるものばかりです

山道でよく足元からノくッと飛びたち数メートル向うに降り、叉近ずくとノくッと飛びたつ、ノ、ンミヨ

ウ（ミチシルベともhわれてhる）はゴミムシと割合近h仲間です。ハンミョウ矧せその他、滞浜や

河原でもよくみられますが成虫は目の非常に突出した虫です。

ゴミムシはオサムシ科に含まれますが、この科の中には他にホソクビゴミムシ〕ヘビリムシともhわ

れる）のように肛門線から音を伴って一種の醇を射出するものやカタツムリやミミズを捕食するマイ

マイカブリとか金緑色にかがやくオオルリオサムシ等がhます。

ゲンゴロウは池沼でみられるし、腐敗新物質にはエンマムシ、シザムシ‘筆が来集し・築上にはハムシ・

コメッキがLへるし．朽木にはクチキムシー．キマワリ、木材にはタマムシ㌧やキクイゾウやキクイムシャ

カミキリムシ等がhるし、花にはハナノミ、ハナムグりの軋樹皮下や落下裳にはノ、ネカタシの類と

か．きのこにはゴミムシグマシャノ、ネ．カクシ等がhふ、動物剥製を作る疇カツオブシムシを使ったり

してhます。

こうして述べてみると、レ1かに広範囲にわたって甲虫がLへ．為か解ります。他の白の昆虫を入れふとさ

らに一層その事はレ1えふでしょう、虫のhなh所をさがすのに苦労する程です。

陸でも空でも海でもレしるし、虫と大間との線はきれないというのも当然といえましょう。

では私の特に興味をもってレ、るノ、ネガクツ科につhて少し述べてみます。この科から痩現在約旬D

種が知られています。前にも少し述べたように．，上の科のものは落垂下、腐敗動物臥　きのこ、樹皮

下、渓流ぎわ．海浜等より得る事が出来ます。．

樹皮下のものは扁平をものが多くヒラタィ、ネカクツ煩と呼ばれており、朽木中には円筒形をしたフト

ツツバネカクシやクロツヤバネカクシがhます動物屍体に来集するヨツメバネカクツの顆は単眼をも

っており．水辺に多くみられるメダカバネカクツの類は眼が突出し、大把と小肥幾の末端節の大きh

オオキノくバネカクシ類はキノコによく集まります。

考になると必ず新聞に載る皮つ炎で有名を了オバアリガタバネカクシは米大陸を除く全世界に分布す

るコスモポリタ二／的種で水田の睦等水辺に多くhます。

鳥獣の屍休によく来集するヒゲブトバネカタシの仲間は微小をものが多く分類の特にむつかしh所で

す。アリと共棲する了リノスバネカクツ属は特に興味深hものがあります。

最後にとりとめもなしっ本文を載せるようか推め下さった

鹿星高校生物部に新しを申し上げ、同瓢の発展をキ祈りして終りと致します。

（筆者は隼物部先輩．現東京農大2年在学中

特にバネカ・クジの研究をしてhます。住所は鹿足市寿町です）

1．トビウオはどう　して飛ぶのでしょうが。

左右の胸びれが鳥の羽のように大きく、尾ひれやしわびれば丈夫でこれで水面を強く打ちたたhて、

左右の胸びれを広げて空車をとぶ。飛ぶ速さは1分間に500mぐらh、時速50Kmぐらhでバイ

｛59」



クの速さ1回の飛行時間は17秒ぐらh、岩音は5打から占功ぐらhでこの高さで100？－14ロ

m位はとぷことになる。

2．動物が一日にとる食事の貴はどれく　らいだろうか。

言行如1日に食べる食事つ貴は、野生の　のと飼われてしヘムものではちがうし、草食動物と肉食軸

物とでも、また大きな掛物と小首を瑚勿とでもちがっていて、一宣してはhなhが、上野動物竃の飼育係をし

た舌柿峯書氏の「動物たちと50毘」とし1恒：から上野色物詔の動物が1日にたべる量を紹介する。

▼ゾウ（インディラ）：サツマイモ…‥1錐、ワラ…‥d膵、ホシ草…‥30鞄

短‥・‥200g、そのほかニンジン、ネギをすこし

・イ一　　一　　ン　：サツマイモ‥・．‥5王挽　フスマ‥‥・8鞄」オカヲ…‥‥20鞄

急…‥250㌔、ホシ′カリピン…‥250㌢、ニンジン…・5Kダ

ネギ……2K才

サイ　日ヨ　画）：サツマイモ・：‥・dKグ、オカラ……18賂ホシ等…‥15Kg

モヤシ…‥2．5Kみ　ニンジン……3Kク、フスマ・・・‥‥2Kg

ワヲ（霊ワラとも）…‥8Kタ、豆乳…‥5．4l、ニンジ／・‥引くダ

・カバ（2頭分）

牛乳……・0．9l、塩…‥200g、ホシカリピン′…‥130才

：サツマイモ……7極　フスて・‥‥・4Kク，オカラ……・45Kg

豆乳‥・・‥9l、牛乳……9l、モヤシ…‥5K‰塩…・400㌢

ホシカリピア・．……500度、ニンジン……・5Kダ

・ラニイオン（オス）＜2度にわけてやる＞：生　肉………‥5・占うKg

・イオン（メス）　＜2度にわけてやる＞：生　肉‥・・‥・‥‥4．875軸

・ト　　ラ　　　　　＜2度にわけてやる＞：生　肉…・†……4．5　Kダ＿

・ヒ　ョ　ウ　　　　　＜2度にわけてやる＞：生　肉‥・；……・2．25K訝

ただし1週間のうち2回ぐらh生肉を少しへらしウサギを一羽ぐらh、らろしてからあたえる。

3．生きた昆虫の生活をみせる昆虫館を知ってい‘ますか。

東京の科学博物館の昆虫館や兵庫県宝塚恵宝塚昆虫館や、岐阜市の名和昆虫館をどありますが、

ほとんど標本中心です。

今から10缶近く前、設立された東京都練馬区の豊島固昆虫館は生きた昆虫ばかりのめずらしレ、昆

虫館で、チョウ、ガ、その幼虫、甲虫葬乱水生昆虫など150種以上の昆虫が飼育されてhるそう

です。

例えばフユシヤクとhう蛾等を広h容器の中で、自然の婆のまま飼育してlハるそうです。

4．すべてのホダルは光るのでしようか。また成虫だけが光るのでしようか。

日本では約40種もhるそうですが、このうち光る＿ホタルは3種か4種しかなく、そのなかでも、

われわれがよく知ってhるのは、ゲンジボタルとヘイケボタルです。

これらのホタ′レは成虫は勿論、その卵も、幼虫も、桶も光ります。

5．日本の国鳥でなく国蝶は知っていますか。

19d7年今から10伍弧　日本の代表的をチョウとしてオオムラサキが選ばれました。タテハチ

・－40・－



ヨウ科のチョウで、d～7月頃に発隼して葵Lh紫色をした大きな麹をはげたhて飛讃する姿はや

はり日本の毘環に雲ばれただけあってすばらしレ、。

41年度の活動をふりかえって思うこと

一旗　日　高　洋　三

春の－ハぷきを感じ、脈を打ち始めた年命の如く、我々ヰ物部も目を増

すに従って．活発に活動をはじめ、生物誌第二号を発行するに至りま

した。この1埼昂を振り返り思h浮ぶことは．菩しそうで楽しかった

採集．実放観察や文化祭と、私にとっては斯しく抹扮する事ばかりだ

ったので、いっそうをつかLhものにをわました。

荒廃した布に思えてし1た桜島の熔岩群に隼きよ、生きよと芽生えた栢

物を筑票し．生へのたくましい執若さ（′⊂唐かされたり、鳥の偉容を婆

や眺めのすばらし苔に魅せられたり、各前のわからぬ花を大切に調査

してhるうちにポッキリ蓋を折って、カツカリした思しへ出もありまし

た。偉大な桜島の熔岩を背景にして記念投影をL、カラースライドに

写し出された我々部員の姿に思わず俳優気分にひたったのもつh昨日

r．、

ク

．

ノ

1

′

一

．

一

り

∵

．

／

1

．

・

∵

へ
圭
予
　
′
。
ン
㌢

＼
∵
＼
、
、

一

．

∴

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

グ

′、＼”－＼ノ

辟7（

／プ

・

り
／
L

のように感じられる。こうやって魯ハてhるうちに、夏の語署をつhての野外調査などをはじめつら

hこと等は何もをかったようにすっかり思い出から消え去って今は菜LLっ思h出となって来せした。

過ぎ去った行事のあれこれを思う時、先生を始め部員の方々の並々をらぬ努力のあとが感じられます。

先輩の箪hてくれた立派を伝統を引鮭ぎながらも、また不慣れをため活動方針や実験観察の指導、あ

りかた等につhて未熟を点も多々ありました今後は顧問の先生をはじめ、部眉の皆様の御協力と、よ

き御指導を得て更に充実した部に完成すべく努力したLへと思hます。　19d7、2、20

L脈　第2号　発刊に　よ　せて
生徒会代表一毎　大　場　　　洋

そぞろに庭に視線を向ければ、hつの間にか、桃の蕾がそ欄朝か合っているきよ　この事であふ寒レ寒

いと震えてレ頑頭将軍も今でまどこか昭去り．あとは島さえづり、肝る春細ユり。ちょっと傲ど昭裏くにそび

える山匝勃眺め「ゆくJI厩討lに日を奪われてレしろと、今は音、我々の祖先も同じようにその山々を望み、

そ叫日のほとりに拝んでhたであろうこ‘とに思hははせられこ何ともr言えぬ感慨が湧hてくる．同時

に少数の下等生物が多数の高等生物へと、ひhてば古代人から現代人に至るまでの進化の歴史が脳巽

を暴けめぐる。我々の祖先はいかをる生活を営んでいたのだろうかをどと考えたり、現代の科学の進

歩に比したがら、それらが不思嘉に思え、興味探く、また楽Lhものである。

年命の神秘とレ、うものは、hかにも奥深h気がする．俗に「鶴は干伍亀は万年」とか言われてhるよ

うに長寿を誇る鶉、品から、はては水中に二、三在もhて地上にその成長した姿を現してわずか何時

聞かで一生を終えてしまうカグロウまで、考えてみれば生命の持つ神秘は無際限で、色々それを節電

するのは尊hことのように思われる。クモがうまく巣を作ってh為．のなどを見て感心し、それを書h

てhる自分の手が実は、それらとは比較にならをh理の各語器官の緻密な働きによって勅hているこ

とを思い改めて、すばらしhものだと感じ入ってレ描有様である。ここに顧問の先生の御指導のもと

に隼物部より「脈」第2号が発刊されることに敬意を表し、こうhう試みが多くをされ、より一層こ

れからの節電に励まれ年物部の発展することを念願しております。

－41－



生　物　部　員　名　簿　（42、2、20瑚凝）

2先　帝垣内　とも子

前之瞭　秀　子

下　川　つる子

吉　原

海江田

松　田

日　高

谷　山

森　田

下田水

谷　口

啓

和

　

昇

光

保

　

彰

公

　

研

千

　

千

一

昭

　

徳

夫

二

部　長　1毎　日　高
副部長　2年　有　園

1珪　素　鼠

黒　木

33名

三
子

洋
清

広

　

文

妾
∵
芳

城戸内　　　勝

宮　園　交律幸

吉　倉　成　澹

西小野　成　人

本白水　利　広

松　原　勝　博

小野田　健二郎

松　浦　富　雄

至（前部長呉宮原高校へ転校）　松　元　美　鈴

日　高　博　子

八　木　由美子

下　西　啓　子

本　田　莫　保

有　薗　真由美

片　野　祥　子

池　水　加代子

中　下　洋　子

金　井　伊知子

森　田　妻　子

編　　集　　後・記・　‥　‥

2月も半ばをすぎ鹿児島県出水市のマナヅル達も無事冬を越し、北の国へ

帰り殆めたと新聞にでていました。街路樹や毎の雑草も生気をとり戻し．

用のほとりのネコヤナギも褐色の帽子を脱ぎすて、ほころびはじめる頃は

もう車がそこまで来てhlます。この頃やつとわれわれの生物機関誌「脈」
豪産ノ鐘数

′　－

′・′′〆

融路離冬り．ほっと一息とhうところ、1965在に生物部払創刊号　「霊芋窪董・一一で
）ノ‘‾－・・・・’’

た発行しましたが早く第2号を発行せねばと考えをがら試時や諸行事と追hまわされ、やっとのこと

で「脈」として第2号を発行することができたこ上は誠に喜びで一杯です。たとえ内容は未熟とはh

え、超間の先生をはじめ、部員一同協力して一つめ事を成膨放喜びで奉る。新Lh生物研究の目標

比生物現象のあらゆる角度からゐ老察、その基礎と応触ノとまる碗筍とhうことがとりあげられてき

ました。従って生物の観察・採集・飼育・実験とhりことを碑心に細現し、今後∴新鮮を企画と身近

か併発による充実した機関誌として発展させねばなら壷hと思いますので、部員一同犬馬の労を惜し
まず御協力をお願レ1します。　　　　　　　　　　　　　　　　　42、2、24　　編集部

－4′2－
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